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技術年表
　設備技術編  分野別　（平成17年4月1日）
(基準ファイルは総合設備050401R1で、総合設備040706に平成17年追加分（ﾌｧｲﾙ設備17年追加
R1）を加えたもの。表中のIDは全ての通し番号である）
　

１．この技術年表は、技術・ニュースデータベースの一部として作成された。
２．この技術年表は各社より提供された資料をまとめたもので、その内容を紙パルプ技術協会が
保証するものではない。
３．内容の充実したデータベースに発展させるため、より多くの企業が情報を提供されるようお
願いする (残念ながら、情報の提供依頼に応じられなかった企業がまだ数多くある)。
４．情報の追加あるいは修正を希望される際は、紙パルプ技術協会 製紙産業技術遺産保存・発
信プロジェクトへ連絡下さい。

経緯
紙パルプ技術協会では、製紙産業の技術遺産を保存し、次世代の技術発展に寄与するべく活動を
進めている。その一環として技術・ニュースデータベースを立ち上げた。
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ID 技術分野 年 会社名 対象技術（設
備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

219 パルプ化 1953 クヴァナ
パルピン
グ

液相型連続蒸
解釜

王子製紙
春日井工
場

クラフトパル
プ，日産90 T/D
クラフト法によ
る連続蒸解

針葉樹（N材）・広葉樹（L材）の切換蒸解
（Switch cooking），日本のみならず，世
界で初めて広葉樹利用の道を開く

220 パルプ化 1965 クヴァナ
パルピン
グ

釜内洗浄付液
相連続蒸解釜

本州製紙
釧路工場

クラフトパル
プ，日産250 T/D
悪臭対策，洗浄
向上

洗浄向上特に臭気減少対策として日本で初
めて導入され，新しい洗浄方法としての道
を開く

221 パルプ化 1968 クヴァナ
パルピン
グ

気相液相型連
続蒸解釜

大昭和製
紙　吉永
工場

中性亜硫酸セミ
ケミカルパルプ
（NSSC），日産
250 T/D　 中性
亜硫酸法による
蒸解

輸入N材・L材の中性亜硫酸半化学パルプの
連続蒸解に採用された

222 パルプ化 1968 クヴァナ
パルピン
グ

ディフュー
ザー型連続漂
白装置

大昭和製
紙　岩沼
工場

晒パルプ，日産
400 T/D　 低公
害・省エネ対策

従来型のドラムフィルター洗浄漂白装置の
改善型として登場

223 パルプ化 1971 クヴァナ
パルピン
グ

気相液相型連
続蒸解釜

十條製紙
石巻工場

クラフトパル
プ，日産618 T/D
2段蒸解法採用

輸入ユーカリ材をミックスした蒸解の道を
開く

224 パルプ化 1971 クヴァナ
パルピン
グ

大気圧型ディ
フューザー洗
浄機

十條製紙
石巻工場
山陽国策
パルプ
勇払工場

クラフトパル
プ，日産618 T/D
臭気・省エネ対
策

臭気・省エネ対策に初めて導入された

225 パルプ化 1974 クヴァナ
パルピン
グ

2塔式気相液相
連続蒸解釜

本州製紙
釧路工場

クラフトパル
プ，日産520 T/D
生産性，品質向
上

多品種輸入L材をミックスした蒸解に導入

226 パルプ化 1974 クヴァナ
パルピン
グ

高濃度酸素脱
リグニン装置

十條製紙
釧路工場

クラフトパル
プ，日産340 T/D
公害対策（排水
負荷減少）

排水中のCOD負荷の減少に採用

228 パルプ化 1975 クヴァナ
パルピン
グ

気相液相型連
続蒸解釜

名古屋パ
ルプ　岐
阜工場

クラフトパル
プ，日産300 T/
生産性向上

多品種N材・L材の切換蒸解に採用
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ID 技術分野 年 会社名 対象技術（設
備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

230 パルプ化 1976 クヴァナ
パルピン
グ

気相液相型連
続蒸解釜

中越パル
プ　能町
工場

クラフトパル
プ，日産300/400
T/D　 生産性，
品質向上のため
の2段蒸解法採用

N・L（多量のピンチップ混合）の切換蒸解
に導入された

232 パルプ化 1977 クヴァナ
パルピン
グ

気相液相型連
続蒸解釜

兵庫パル
プ　谷川
工場

クラフトパル
プ，日産200 T/D
生産性，品質向
上

廃材利用の蒸解として採用

234 パルプ化 1978 クヴァナ
パルピン
グ

置換洗浄漂白
装置

王子製紙
江別工場

晒パルプ，日産
500 T/D　 低公
害・省エネ対
策，設置面積少

一塔内で全漂白工程を処置する晒装置とし
て登場

238 パルプ化 1983 クヴァナ
パルピン
グ

圧力型ディ
フューザー洗
浄機

王子製紙
江別工場

クラフトパル
プ，日産720 T/D
臭気・省エネ，
洗浄率向上

設置面積少，洗浄率向上に，従来の大気圧
型ディフューザーに変わるものとして登場

240 パルプ化 1984 クヴァナ
パルピン
グ

気相液相型連
続蒸解釜

大王製紙
三島工場

クラフトパル
プ，日産730 T/D
生産性向上

ゆるやかな蒸解により生産を飛躍的に向上
させた

241 パルプ化 1985 クヴァナ
パルピン
グ

気相液相型連
続蒸解釜

三菱製紙
八戸工場

クラフトパル
プ，日産750 T/D
生産性向上

著しい生産性の向上

242 パルプ化 1985 クヴァナ
パルピン
グ

2塔式気相液相
連続蒸解釜

王子製紙
苫小牧工
場

クラフトパル
プ，日産550 T/D
品質，生産性向
上

N材の品質・生産性向上に導入

243 パルプ化 1985 クヴァナ
パルピン
グ

中濃度酸素脱
リグニン装置

大王製紙
三島工場

クラフトパル
プ，日産730 T/D
省エネ・公害対
策

従来の高濃度酸素脱リグニン装置の改善型
として登場

244 パルプ化 1985 クヴァナ
パルピン
グ

多段式中濃度
酸素脱リグニ
ン装置

王子製紙
苫小牧工
場

クラフトパル
プ，日産550 T/D
省エネ・低公害
対策

従来の中濃度酸素脱リグニン装置の改善型
として開発
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ID 技術分野 年 会社名 対象技術（設
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た理由
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247 パルプ化 1989 クヴァナ
パルピン
グ

2塔式液相連続
蒸解釜

王子製紙
春日井工
場

クラフトパル
プ，日産800 T/D
品質向上

N材の品質向上に導入

248 パルプ化 1989 クヴァナ
パルピン
グ

2段式大気圧型
ディフュー
ザー洗浄機

クラフトパル
プ，日産550 T/D
品質向上

従来の大気圧型ディフューザーの改善型と
して登場

251 パルプ化 1989 クヴァナ
パルピン
グ

1ベッセル気相
蒸解釜他

十條製紙
八代工場

KP，550ADT/D 新ライン
建設

新ライン建設

252 パルプ化 1989 クヴァナ
パルピン
グ

加圧ディフュ-
ザー他

王子製紙
呉工場

KP，900ADT/D 洗浄強化 洗浄強化

253 パルプ化 1991 クヴァナ
パルピン
グ

2ベッセルMCC
液相釜他

王子製紙
米子工場

KP，1100ADT/D 新ライン
建設

新ライン建設

254 パルプ化 1994 クヴァナ
パルピン
グ

2ベッセルMCC
気相釜他

日本製紙
岩国工場

KP，1313ADT/D 新ライン
建設

新ライン建設

255 パルプ化 1996 クヴァナ
パルピン
グ

ECF漂白装置 日本製紙
釧路工場

KP，363ADT/D 国内初ECF
漂白プラ
ント

国内初ECF漂白プラント

256 パルプ化 1996 クヴァナ
パルピン
グ

ITC気相釜改造
(2ベッセル)

日本製紙
八代工場

KP，210ADT/D 国内初ITC
釜

国内初ITC釜

257 パルプ化 1997 クヴァナ
パルピン
グ

1ベッセルITC
気相釜他

北越製紙
新潟工場

KP，1280ADT/D ITC新設釜 ITC新設釜

258 パルプ化 2000 クヴァナ
パルピン
グ

DUALOX 2段酸
脱設備改造

日本製紙
鈴川工場

KP，900ADT/D 国内初
DUALOX設
備

国内初DUALOX設備

259 パルプ化 2001 クヴァナ
パルピン
グ

Do，EO塔新設 王子製紙
江別工場

KP，600ADT/D 漂白装置
のECF化

漂白装置のECF化

260 パルプ化 2002 クヴァナ
パルピン
グ

コンパクトプ
レス洗浄機，
D0漂白塔

日本製紙
石巻工場

KP，1100ADT/D コンパク
トプレス

国内初コンパクトプレス，洗浄強化(COD
キャリーオーバーの低減)，ECF化
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ID 技術分野 年 会社名 対象技術（設
備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

261 パルプ化 2002 クヴァナ
パルピン
グ

Compact
Cooking2塔式
気相釜改造

王子製紙
苫小牧工
場

KP，630ADT/D 品質・運
転性向上

品質・運転性向上，国内初

262 パルプ化 2002 クヴァナ
パルピン
グ

Kobudomari
Cooking1塔式
気相釜改造

王子製紙
江別工場

KP，670ADT/D 品質・運
転性向上

品質・運転性向上，国内初

263 パルプ化 2003 クヴァナ
パルピン
グ

CompactFeedシ
ステム

兵庫パル
プ工場
谷川工場

KP，700ADT/D 操業性改
善

操業性改善，国内初システム

264 パルプ化 2004 クヴァナ
パルピン
グ

DUALD漂白装置
他

紀州製紙
紀州工場

KP，625ADT/D 高温ニ酸
化塩素漂
白段

ECF化，高温ニ酸化塩素漂白段，国内初

227 回収 1974 住友重機
械工業

紙パルプ業界
への納入1号機

摂津板紙
東京工場

VRC&3重効用，仕
上濃度59wt%　処
理液:NS

紙パルプのエバポレータが従来のチューブ
タイプからプレートタイプに切り替わって
いくきっかけとなった

229 回収 1975 住友重機
械工業

KP黒液用エバ
ポレータ1号機

東洋パル
プ　呉工
場

4重効用，仕上濃
度62wt%

KP黒液用のエバポレータとしても従来タイ
プより耐スケーリング性に優れていること
が実証された

231 回収 1976 住友重機
械工業

ユーカリ材対
応エバポレー
タ

北越製紙
新潟工場

4重効用，仕上濃
度55wt%

スケーリング性の激しいユーカリ材にも対
応できることが実証された

233 回収 1977 住友重機
械工業

仕上缶3セク
ションスイッ
チング方式及
びLOW BOD方式

日本紙業
芸防工場

5重効用，仕上濃
度65wt%

高濃度仕上缶の連続運転を可能にした3セ
クションスイッチング方式採用の1号機

235 回収 1978 住友重機
械工業

ユーカリ材対
応の高濃縮
65wt%

北越製紙
新潟工場

5重効用，仕上濃
度65wt%

ユーカリ材での高濃度化に成功

236 回収 1982 住友重機
械工業

連釜用プレエ
バポレータ1号
機

中越パル
プ　能町
工場

2重効用，仕上濃
度23wt%

連釜廻りの熱回収に貢献。これを契機とし
て，プレエバポレータの設置が続く

237 回収 1982 住友重機
械工業

70wt%濃縮達成 中越パル
プ　能町
工場

6重効用，仕上濃
度70wt%

エバポレータによる仕上濃度の高濃度化達
成とあいまってその後の回収ボイラーの高
温高圧化が進んだ
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ID 技術分野 年 会社名 対象技術（設
備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

239 回収 1983 住友重機
械工業

高濃度7缶7重
効用エバポ
レータ

十條製紙
石巻工場

7重効用，仕上濃
度70wt%

高濃度で世界初の7重効用を実現。佐々木
賞を受賞

245 回収 1986 住友重機
械工業

CRTによる完全
自動化エバポ
レータ

大昭和製
紙　白老
工場

7重効用，仕上濃
度70wt%

運転のDCSによる自動化，省人化に成功

246 回収 1987 住友重機
械工業

75wt%濃縮達成 北越製紙
新潟工場

7重効用，仕上濃
度75wt%

さらなる高濃度化に挑戦し，達成

249 回収 1989 住友重機
械工業

エバポレー
ティブコンデ
ンサー

神崎製紙
富岡工場

6重効用，仕上濃
度73wt%

クーリングタワーとサーフェスコンデン
サー兼用のエバポレーティブコンデンサー
の1号機

250 回収 1990 住友重機
械工業

世界最大級高
濃度エバポ
レータ78wt%濃
縮達成

王子製紙
春日井工
場

6重効用，仕上濃
度73wt%蒸発量
400T/H

大型エバポレータ用に仕上缶3缶スイッチ
ング方式新採用。住友/メラパックエリミ
ネータを設置 ，クリーンコンデンセート
の清澄度向上に成功

265 原料･原
質処理

1954 相川鉄工 原料叩解機
スーパーリ
フィナー150型

大興製紙 スチール刃連続
叩解機

省力・増
産・省ス
ペース

針葉樹を主体とした，国産1号機の連続叩
解機従来ビーターが主流であり，連続叩解
機の出現は画期的

266 原料･原
質処理

1956 相川鉄工 原料叩解機
スーパーリ
フィナー75型

佐野製紙 スチール刃連続
叩解機

省力・増
産・省ス
ペース

少量生産に対応するため小型機製作，1号
機S29年～S51年の間スーパーシリーズで約
800台の納入実績

267 原料･原
質処理

1958 相川鉄工 原料叩解機デ
ラックスファ
イナー100型

三島製紙 ストーン刃連続
叩解機

省力・増
産・省ス
ペース省
エネ（L材
に対し）

落葉樹（L材）対応，L材を幅広く使用でき
ることに貢献した従来スチール刃より35％
程度電力原単位がよくなる特殊紙の粘状叩
解に非常に貢献した

268 原料･原
質処理

1959 相川鉄工 チップ破砕機
シングルディ
スク30型

東海ボー
ド

30インチ高速解
繊機

チップの
建材用繊
維化

スチーム処理後の生チップを破砕してボー
ドに使用国内機では従来なかなか難しかっ
た

269 原料･原
質処理

1961 相川鉄工 原料叩解機デ
ラックスファ
イナー300型

大昭和製
紙  富士
工場

ストーン刃連続
叩解機

LB叩解省
エネ

従来スチール刃より35％程度電力原単位が
よくなる

270 原料･原
質処理

1962 相川鉄工 高速離解機
トップファイ
ナーB型

中央板紙
中津川工
場

1.2ｔスリット使
用離解機

ブローク
単独省エ
ネ

メーンラインから単独処理により，省エネ
増産に寄与した
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備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

271 原料･原
質処理

1962 相川鉄工 原料叩解機ー
パーリファイ
ナー300型

旧ソ連ロ
シア

スチール刃連続
叩解機

N材叩解効
率化

大型連続叩解機輸出1号機，26台を一括納
入したN材の多い国であり効率は良い，現
在も使用中

272 原料･原
質処理

1962 相川鉄工 原質パルパー
後高濃度ク
リーナーB型

中央板紙
中津川工
場

自動的に重量物
除去

古紙中の
金物

古紙中の重量物を自動的に除去することに
より，原料品質の制約が減少しリサイクル
に貢献した

273 原料･原
質処理

1963 相川鉄工 原料叩解機ス
トレッカー
ファイナー100
型

大西登製
紙

ストーン刃連続
叩解機

省力・増
産・省ス
ペース

西ドイツストレッカー社と技術提携，L材
叩解に力を入れる100型相当2台をつなげた
ダブルタイプも開発された

274 原料･原
質処理

1964 相川鉄工 高速離解機
トップファイ
ナーA型

東洋パル
プ　呉工
場

2ｔリット，4P
モーター

省エネ（N
材に対
し）

クラフト紙ブローク処理，大型新マシンで
ブローク単独処理をし叩解ラインと切り離
した設備，日本最初となる

275 原料･原
質処理

1965 相川鉄工 高速離解機
トップファイ
ナーC型

北越製紙
市川工場

1.2ｔスリット使
用離解機

ブローク
単独省エ
ネ

メーンラインから単独処理により，省エネ
増産に寄与した

276 原料･原
質処理

1965 相川鉄工 原料叩解機ス
トレッカー
ファイナー50
型

天間パル
プ（天
特）

ストーン刃連続
叩解機

特殊薄紙
の品質向
上

ワンタイムカーボン紙，高透気度に対応で
き良質製品できる20型DFまで小型化しシ
リーズでS33～H1年まで約1000台

277 原料･原
質処理

1965 相川鉄工 ドクター装置
KF35A型ドク
ター装置

特種製紙
三島工場

ワイヤー，プレ
スロール用

米国，ロディング社と技術提携する国内最
初のKF35A型ドクター装置第1号機を製造，
納入

278 原料･原
質処理

1965 相川鉄工 ノット粕破砕
シングルディ
スク36型

十條製紙
釧路工場

36インチ高速解
繊機

歩留まり
向上，釜
効率薬品
回収効率

国産大型破砕･解繊機1号機，この後非常に
評価が上がる14～36型シリーズで約140台
の実績・CGP・RGPにも貢献薬品回収効率

279 原料･原
質処理

1967 相川鉄工 原料叩解機ダ
ブルディスク
AW-20型

日本パル
プ　米子
工場

油圧方式，両持
ちタイプ

省エネ・
増産

当時の大型マシン初めて納入，叩解機は
DDR時代にうつる

280 原料･原
質処理

1967 相川鉄工 原料叩解機ダ
ブルディスク
AW-26型

十條板紙
大阪工場

油圧方式，両持
ちタイプ

省エネ・
増産

段ボール古紙，叩解機として弊社で日本初
のDDR

281 原料･原
質処理

1968 相川鉄工 原質パルパー
後高濃度ク
リーナーA型

高岡製紙
（富山
県）

自動的に重量物
除去

金物除去
他機器の
保護

古紙処理設備の大型化に対応



総合設備050401R1 7/66

ID 技術分野 年 会社名 対象技術（設
備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

282 原料･原
質処理

1969 相川鉄工 原料叩解機ダ
ブルディスク
AW-34型

王子製紙
春日井工
場

油圧方式，両持
ちタイプ

上質新マ
シン，叩
解用

20･26型実績により，大型化してもまった
く問題なし

283 原料･原
質処理

1969 相川鉄工 ドクター装置
CM101型ドク
ター装置

日本パル
プ　米子
工場

2M/Cトップロー
ル用

国内最初の液体チューブにより自動は当た
り機能つきCM101型ドクター装置を製造・
納入

284 原料･原
質処理

1970 相川鉄工 高速離解機セ
ブンファイ
ナー100型

本州製紙
富士工場

コニカル，デイ
スク一体型

雑誌離解
の省エネ

SDR主体時代，大幅省エネを達成，フリー
ネスの動きが少なく異物混入品でもトラブ
ルなく古紙分野離解に大きく貢献

285 原料･原
質処理

1970 相川鉄工 マシン損紙処
理低濃度パル
パーBG型

王子製紙
江別工場

18ｍ3横型，渦型
ロータ

省エネ 弊社パルパー1号機（特許ローター）

286 原料･原
質処理

1971 相川鉄工 シートパルプ
離解低濃度パ
ルパーBG型

三菱製紙
中川工場

20ｍ3竪型，渦型
ロータ

省エネ 特許渦巻きロータで5KW/ｍ3の低動力が可
能になった

287 原料･原
質処理

1971 相川鉄工 マシンアプ
ローチB型スク
リーン800型

日本パル
プ　日南
工場

φ2.2ホール，ス
テンレス

除塵・省
エネ・安
定操業

70年フランス，ラモ-社と技術提携，従来
アウトワードスクリーン

288 原料･原
質処理

1971 相川鉄工 洗浄装置高圧
シャワー装置

王子製紙
春日井工
場

T-1M/Cフェルト
用

フェルト
汚れ防止

セルフクリーニングノズルを使用した国内
1号機の高圧シャワー装置の製造，納入

289 原料･原
質処理

1971 相川鉄工 ドクター装置
フロークリン
マーク1型

山陽国策
パルプ
岩国工場

3コ-タバッキン
グロ-ル用

国内初のバッキングロール用フロークリン
ドクター製造，納入

290 原料･原
質処理

1972 相川鉄工 原質除塵B型ス
クリーン1000
型

三井石油
化学　千
葉工場

0.15ｔスリッ
ト，ステンレス

除塵 主体がインワードスクリーンにかわりマシ
ン脈動減少，品質効果によりバスケット外
から内への流れが良いことを決定的にした

291 原料･原
質処理

1972 相川鉄工 マシンアプ
ローチB型スク
リーン1000型

大昭和製
紙　吉永
工場

0.35ｔスリッ
ト，ステンレス

除塵・省
エネ・安
定操業

従来丸孔でないと安定操業できなかった，
スリットスクリーンが安定的に使用でき，
脈動減少，省エネなどによりB型スクーン
の地位を不動のものにした，その意味では
スリット国内1号機
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ID 技術分野 年 会社名 対象技術（設
備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

292 原料･原
質処理

1972 相川鉄工 DIP原料離解高
濃度パルパー

ホクシー
北紙協

10ｍ3，1世代
ローター

蒸気，薬
品削減繊
維のイン
キ剥離増
強

15％濃度で離解できるパルパー，世界初の
実績（1号機）薬品，蒸気，墨の剥離に画
期的効果を発揮した主にDIP系で約70台の
実績を残した

293 原料･原
質処理

1972 相川鉄工 新聞，雑誌原
質除塵高濃度
パルパー

ホクシー
北紙協

φ3.5mm   4P
モーター

フロー簡
素化

除塵，離解を兼ね，テール量3％と原質で
は驚異的な少なさ段古紙でも新聞同様3％
のテール量でOK，ラモーとの技術指導を受
け成功，事実上日本での1号機と考えてよ
い，285台実績

294 原料･原
質処理

1972 相川鉄工 段古紙原質除
塵分離ファイ
ナー600型

大淀製紙 φ4.0mm  6Pモー
ター

フロー簡
素化

当時は板紙中層，中芯は仕上がり原料とし
て抄紙したこの機械はセントリーファイ
ナーの名称で67年頃，商社が提携販売した
が実績でず，5年後ラモー・相川の技術で
実績が出た

295 原料･原
質処理

1972 相川鉄工 ドクター装置
H.D.CM型ドク
ター装置

ホクシー
北紙協

1M/Cヤンキード
ライヤー

強力型コンホーマティック型ドクター装置
の国内1号機製造，納入当時は精度対応が
難しかった，改造で満足する結果を得られ
た

296 原料･原
質処理

1973 相川鉄工 マシンアプ
ローチB型スク
リーン1200型

北越製紙
新潟工場

0.40ｔスリッ
ト，ステンレス

除塵・省
エネ・安
定操業

大型（当時）マシン対応に機体も大きくな
る，この当時丸孔との精選効果はスポット
デデクター検出回数で1/3-4に減少したB型
シリーズ全体で約2100台（B型のみ）

297 原料･原
質処理

1975 相川鉄工 段古紙原質分
散B型スクリー
ン1200型

鶴崎パル
プ

80-95℃常圧高温 ホットメ
ルト分散
若干の耐
水紙分散

段古紙のホットメルト・粘着など問題にな
り始めた頃，当時はパルパー出口をディス
パーズした，繊維分散によりスクリーンの
処理も楽になり当時の原質設備には貢献し
た

298 原料･原
質処理

1975 相川鉄工 原質脱水機ス
クユープレス
V-45型

鶴崎パル
プ

φ2.0×30KW ディス
パー予備
脱水25-
30％まで
脱水

予備脱水が主体だが，バスケットがスト
レート（入･出同一径で絶対に原料詰りが
無く，小型で性能高く設置スペース狭い）



総合設備050401R1 9/66

ID 技術分野 年 会社名 対象技術（設
備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

299 原料･原
質処理

1975 相川鉄工 原質脱水機傾
斜エキストM-9
型

鶴崎パル
プ

φ1.6×3.7KW×2
本

プレス予
備脱水3-
4％を13-
15％

殆どディスパーザーとセット品として販売
（プレス含め）した高濃度ディスパージョ
ンシステム弊社1号機時を同じくして高温
（100℃以上のディスパージョン）型が他
社から出たが繊維劣化が激しく殆ど普及し
なかった

300 原料･原
質処理

1976 相川鉄工 ドクター装置
フロークリン
マークⅡ型

王子製紙
春日井工
場

1コ-タ-バッキン
グロ-ル

フロークリンドクターホルダー改良型マー
クⅡ型を開発，納入ブレード交換が飛躍的
短縮好評を得た

301 原料･原
質処理

1978 相川鉄工 原質除塵CHス
クリーン500型

九州板紙 0.35ｔ，横型・
外圧式

高濃度処
理，品質
対策

2％以上の濃度で脱水機小型化，ポンプ動
力削減達成水使用量の削減にも貢献

302 原料･原
質処理

1978 相川鉄工 原質除塵CHス
クリーン500型

日本製紙
印刷　三
池工場

0.6t，横型・ア
ウトワード

高濃度処
理，品質
対策

高濃度処理，アウトワード方式が品質的に
優れ，以降この型式が主流となってゆく

303 原料･原
質処理

1979 相川鉄工 原質除塵DIPCH
スクリーン500
型

王子製紙
春日井工
場

80-95℃常圧高温 繊維のイ
ンキ剥離
増強

トナー・毛染め繊維が多くなり，ニーディ
ング効果でこれに対応当時非常に有効で
あった，この頃からDIP設備に主流となっ
たディスパーザー110台・プレス115台・傾
斜エキスト400本実績

305 原料･原
質処理

1979 相川鉄工 ドクター装置
DST型ドクター

王子製紙
春日井工
場

3・5M/Cドライ
ヤー用

国内最初のエアーチューブによる自動刃当
たり調整DST型ドクターの製造，納入  画
期的なドクターとして大きな反響を呼ぶ

306 原料･原
質処理

1979 相川鉄工 DIPフローテー
ター，ボック
ス型

十條製紙
八代工場

インペラー撹拌
式

新聞脱墨 ラモー社技術導入，弊社フローテーター1
号機

307 原料･原
質処理

1980 相川鉄工 DIPフローテー
ター，竪型

十條製紙
八代工場

エアー自給式，
2000

新聞脱墨
増産

2000・3000型で5槽納入，自給式でエアー
粒径比較的細かく脱墨効果が上がり，省エ
ネ・品質に対応した

308 原料･原
質処理

1981 相川鉄工 原質除塵CHス
クリーン700型

北陽製紙
名寄工場

0.45ｔ・ドラム
ローター

高濃度処
理，品質
対策

翼型アジテーターと比べ数段良い品質を確
保できた

309 原料･原
質処理

1981 相川鉄工 原質除塵ダブ
ルセパレー
ター100型

タイ，ヒ
アンセン

φ8×6mm  18m/S パルパー
補助，粗
除塵

AOCC，異物多いため粗選機・複合機  1号
機
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ID 技術分野 年 会社名 対象技術（設
備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

310 原料･原
質処理

1981 相川鉄工 パルパー周り2
次分離パル
パー   A型

本州製紙
釧路工場

ストレーナ外周
スリット型

パルパー
の異物除
去

連続運転されるパルパー内の異物を極力速
やかに排出し内部異物量を安定させること
で処理ラインの品質安定につなげる低濃度
主体型 ， ラモ-社との技術協力機

311 原料･原
質処理

1981 相川鉄工 洗浄装置ス
キャンジェッ
トシャワー

三菱製紙
中川工場

11M/Cフェルト用 フェルト
汚れ防止

少量の水で効率良く洗浄するスキャン
ジェットシャワー装置の国内1号機を製
造，納入

313 原料･原
質処理

1982 相川鉄工 高速離解機セ
ブンファイ
ナー200型

東海パル
プ

コニカル，デイ
スク一体型

段古処理
テール系
離解歩留
まり向上

和段古紙に耐水系原料が多くなり，スク
リーンテール原料の離解して再処理が必要
になる，世界的みて和段は離解しにくい国
内1号機を製造，納入

314 原料･原
質処理

1982 相川鉄工 アプローチ
テールCVAリ
ジェクトスク
リーン

本州製紙
釧路工場

0.35ｔ， バッチ
処理

密閉，大
容量処理
環境改
善，省人

振動スクリーンが一般的であったが，密閉
式大容量処理可能でその後驚異的伸びを示
した，特に白物マシンテール処理方式

315 原料･原
質処理

1984 相川鉄工 シートパルプ
離解低濃度デ
ルタパルパー

三菱製紙
中川工場

36ｍ3，Δバッフ
ル，竪型

省エネ，
増産対応

デルタパルパー1号機，古紙・パルプ両方
に対応でき，さらに省エネを狙いモデル
チェンジ，BG型他合せ約300台の実績

316 原料･原
質処理

1984 相川鉄工 原質除塵ダブ
ルセパレー
ター100型

鶴崎パル
プ

0.6ｔ×φ4.0
23m/S

簡素化，
省エネ
粗・精選1
台で処理

丸・丸の粗選専用から丸・スリット化し複
合機の特徴，1台で原料を完成させること
ができた，丸・スリット1号機

317 原料･原
質処理

1985 相川鉄工 原質除塵ダブ
ルセパレー
ター200型

本州段
ボール
佐賀工場

0.45ｔ×φ3.0
23m/S

簡素化，
省エネ
粗・精選1
台で処理

大型原質処理，粗・精選1台処理国内1号
機，フロー簡素化により省エネ，省力に貢
献，50-400型シリーズで約250台の実績複
合機の優位さが非常に注目され始めた

318 原料･原
質処理

1985 相川鉄工 マシンアプ
ローチB型スク
リーン 1200型

中越パル
プ　川内
工場

0.3ｔ・ファイン
プレート

台数削
除・品質
向上

この年代まではバスケットにバッフルバー
付きが標準であったFプレート開発成功で
大幅に流量増と品質の向上に寄与した

319 原料･原
質処理

1985 相川鉄工 原質除塵ファ
インスクリー
ン800型

ゴールド
製紙

0.3ｔ  16.5m/ｓ
高速型

品質向
上，省エ
ネ

PSスクリーン主流時代，動力30-35％削減
成功 ，それ以降の原質スクリーン省エネ
が大幅に進む，強力タイプ1号機



総合設備050401R1 11/66

ID 技術分野 年 会社名 対象技術（設
備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由
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320 原料･原
質処理

1985 相川鉄工 ドクター装置
フロークリン
マークⅢ型

神崎製紙
富岡工場

9M/Cバッキング
ロール

フロークリンドクターホルダー改良型マー
クⅢ型を開発，納入ブレードクランプが飛
躍的に向上し，水廻りトラブルが減少

321 原料･原
質処理

1986 相川鉄工 マシンアプ
ローチファイ
ンスクリーン
1000型

東海パル
プ

0.4ｔ  16.5m/ｓ
高速型

品質向
上，省エ
ネ

板紙マシン，スリットの流量を驚異的に
アップした

322 原料･原
質処理

1986 相川鉄工 アプローチ
テールCVAリ
ジェクトスク
リーン

明治製紙 0.35ｔ， バッチ
処理

密閉，大
容量処理
環境改
善，省人

白物マシンアプローチ，テール処理が簡素
化，密閉式であり原料ヨレも無く安定使用
で特に白物マシンは殆どこの方式採用に進
む約320台の実績

323 原料･原
質処理

1987 相川鉄工 パルパー周り
パルソーター
700型

北陽製紙
名寄工場

φ8.0  バッチ自
動制御

低グレー
ド原料使
用

セメン茶選別品を，ラミ，糸付き品に対応
しコスト削減に貢献2次分離パルパーの効
果をさらに高めた改造品

324 原料･原
質処理

1987 相川鉄工 原質，軽量物
ジロクリーン

ニッポン
高度紙工
業

AGC - 2L型
30KW

麻繊維中
の微細軽
量異物除
去

従来コーンタイプと比較大幅な除去率を達
成した，長い繊維の場合濃度をどこまで低
くできるかが大きく影響する

325 原料･原
質処理

1988 相川鉄工 DIPバーチカル
フローテー
ター

高尾製紙 ダブルエアー
レーション

少台数高
脱墨，設
置場所

1次ノズルで吹き込んだ原料を再度別設置
ノズルで2段処理する循環式，同一セルで
白色度1段目+2ポイント上昇したボックス
タイプと合せ，135セルの実績

326 原料･原
質処理

1988 相川鉄工 ドクター装置
YST-A型ドク
ター

三菱製紙
八戸工場

5M/Cセンター，
4P用

DST型ホルダーの改良型YST-A型ホルダーを
開発，従来DST型に比べブレードアングル
が上げられ微調整つきのホルダー

327 原料･原
質処理

1988 相川鉄工 ドクター装置
ダブル型ドク
ター

三菱製紙
八戸工場

5M/Cセンター，
4P用

紙切れ対
策

YST-A+DST型ダブルドクタ-国内1号機納入
(紙切れが減少した）

328 原料･原
質処理

1989 相川鉄工 アプローチ
テール処理FR
型リジェクト
スクリーン

北越製紙
長岡工場

0.25ｔ，バッチ
方式 400型
22KW

品質，簡
素化対策

B型同様印ワードタイプであり，品質，細
かいスリットでの安定操業，大容量処理，
環境（密閉式）などから以降CVAスクリー
ンから殆どFRタイプに替わっていった
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ID 技術分野 年 会社名 対象技術（設
備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
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329 原料･原
質処理

1989 相川鉄工 DIP粗選前高濃
度クリーナーZ
型

十條製紙
石巻工場

全自動・タイ
マー制御

金物除
去・機器
の保護

更なる大型プラントに対応，Z-16000型ま
でシリーズ化S37～H15年まで約1200台の実
績

330 原料･原
質処理

1989 相川鉄工 原料叩解機ダ
ブルディスク
AW-42型

十條製紙
石巻工場

油圧方式，両持
ちタイプ

LB前段一
括処理

多数マシンの同一原料を一括処理してその
後に，格マシン製品に応じたCSFにはマシ
ンごと設置の叩解機で調整する方式

331 原料･原
質処理

1989 相川鉄工 高，パルパー
周りペアーパ
ルパー1400型

山陽国策
パルプ
勇払工場

φ6.0ストレー
ナ，フラット

高濃度パ
ルパー排
出時

高濃度パルパー，従来開放バースリット方
式を使用していたが，

332 原料･原
質処理

1991 相川鉄工 DIP精選FR型リ
ジェクトスク
リーン

コトブキ
製紙

0.2ｔ，バッチ・
400型

設備簡素
化，品質
対策

DIPの精選テール処理に使用されるように
なってきた

333 原料･原
質処理

1991 相川鉄工 新聞DIPファイ
ンスクリーン
1200型

大昭和製
紙アメリ
カ

0.2ｔ  16.5ｍ/S
高速型

粘着異物
除去

F-1200型，大型機海外1号機，従来の外国
品と比べ大幅な品質アップになった精選ス
クリーン

334 原料･原
質処理

1991 相川鉄工 段古紙原質ダ
ブルリジェク
トスクリーン

東北製紙
秋田工場

0.30ｔ， バッチ
処理

テール簡
素化，省
エネ 高速
離解削除

丸・スリットの複合リジェクト処理機，段
ボールの場合テール系に高速離解気を使う
のが一般的だが，丸孔ゾーンでインペラ-
にて離解するので異物が細かくならず好評
国内1号機（60台実績）

335 原料･原
質処理

1993 相川鉄工 段ボール原質
FR型リジェク
トスクリーン

三興製紙
富士工場

0.35ｔ，バッチ
方式600型
37KW

処理量
アップ品
質対策

段ボール処理ラインにも充分使用できるこ
とを証明したFRシリーズ実績約350台

336 原料･原
質処理

1993 相川鉄工 マシンアプ
ローチB型スク
リーン

韓国　温
陽パルプ

ウルトラツイン
フォーマと長網
ダンディロール
の両者の長所を
組み入れた装置

1マシン1
台希望

弊社最大のB型スクリーン，客先の1マシ
ン，1台の要望に対応したもの，順調に稼
動中

337 原料･原
質処理

1993 相川鉄工 マシンアプ
ローチファイ
ンスクリーン
1200型

高崎製紙
日光工場

0.3ｔ 16.5ｍ/S
高速型

品質向
上，省エ
ネ

この当時から，板紙マシンのスリットが細
かくなり，さらに大型マシンでも台数が少
なく驚異的な処理流量を可能のしたF型シ
リーズ全体で約730台

338 原料･原
質処理

1994 相川鉄工 総合排水ポセ
イドンPPM200
型

オークラ
製紙

200B・150-180ｍ
3/H

省スペー
ス・水質
改善

原水200PPM-処理水10-15PPM，設置場所・
水質ともに満足行く結果であり高い評価を
受けた（パルプ使用工場）1号機
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ID 技術分野 年 会社名 対象技術（設
備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

339 原料･原
質処理

1995 相川鉄工 DIP排水ポセイ
ドンPPM600型

中越パル
プ　二塚
工場

600B・600ｍ3/H
浮上タイプ

省スペー
ス・水再
利用

原水3000PPM-150PPM目的は充分達成できた
（国内最大）波板効果で従来沈澱タイプの
1/3の面積で設置できた

341 原料･原
質処理

1996 相川鉄工 原料叩解機ダ
ブルディスク
AWN-34型

韓国　ハ
ンソル

電動式，片持ち
タイプ

新聞強度
対策

海外，片持ち機構1号機（米国新聞古紙叩
解の強度アップ）

342 原料･原
質処理

1996 相川鉄工 原料叩解機ダ
ブルディスク
AWN-42型

日本製紙
岩国工場

電動式，片持ち
タイプ

7M/C増産･
新マシン
シール部1
箇所で省
力

7号はLBKP叩解機不足のため交換・9マシン
は上質新マシン叩解機設置スペース少ない
設備とした，刃物交換時間大幅短縮片持ち
機構国内1号機，両，片持ちシリーズ全体
で約1900台

343 原料･原
質処理

1996 相川鉄工 高濃度叩解機
ラブフレー
カー     A1-
32型

日本紙業
亀有工場

油圧制御・60m/S
高速

強度アッ
プ・原料
コスト削
減

ジュートライナー表にKP・AOCC・新段など
高価な原料を使用していたが，この設備で
100％古段の表原料が実現した国内1号機50
トンを2年後に倍増した，コスト削減に膨
大な効果発揮この設備が日本のライナー表
原料コスト削減の機運を高めた

344 原料･原
質処理

1997 相川鉄工 残生食品処理
バイオパル
テック

千葉農業
試験場

D-500型PB-1型破
砕機付き

残食品を
堆肥化再
利用

乾燥型で内部圧力上昇は皆無安全性が高
い，約20-22時間で乾燥堆肥として再利用
できる，安全性と安定性で好評を得る

345 原料･原
質処理

1997 相川鉄工 残生食品処理
バイオパル
テック

九州ジャ
スコ　小
川店

D-500型 残食品を
堆肥化再
利用

特に大型店に好評であり   33台の実績
国内1・3号機

347 原料･原
質処理

1998 相川鉄工 モールド・排
水ポセイドン
サターン竪型

大石産業
鞍手工場

S-50C05型・
50m3/H

老朽化更
新

問題なく目的達成

349 原料･原
質処理

1998 相川鉄工 DIP精選GFスク
リーン1000型

王子製紙
苫小牧工
場

0.15t， 14m/s，
入口上下

粘着対
策，省エ
ネ

従来0.15スリットは難しく，回転も速く機
器台数も多く設置場所動力，安定操業が難
しかった，ツーインレットで原料濃縮をお
さえバスケット開口面積を100％有効活用
に成功（大型1号機）この年代からバーバ
スケット全盛になる（国内バー1号機製
作）
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備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由
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350 原料･原
質処理

1998 相川鉄工 高濃度叩解機
ラブフレー
カー     A1-
36型

王子製紙
釧路工場

油圧制御・50m/S
高速

強度アッ
プ・原料
コスト削
減

ライナー表層へ配合，コスト削減は勿論の
こと，見栄えもよく段古紙の表層配合の有
効性を不動のものにした

351 原料･原
質処理

1998 相川鉄工 DIPマックセル
フローテー
ター

トキワ製
紙　本部

MAC5A-320型
（S）

1セル完
了，設置
場所少密
閉型で環
境対応

1セルで5槽分の効果発揮，竪型で省スペー
ス，フロス量少なく2次処理不要で扱いや
すいと好評       国内1号機

348 原料･原
質処理

1999 相川鉄工 DIP・濾液ポセ
イドンサター
ン竪型

王子製紙
春日井工
場

S-500012型・
180m3/H

灰分除
去・水再
利用

初期脱水機の濾液中の灰分除去・原水8千-
1万PPMを1000～1500PPMとして原料歩留ま
りの兼ね合いを見て運転・この設備後続け
て2台の受注，水は再利用した

352 原料･原
質処理

1999 相川鉄工 DIP精選GFスク
リーン1200型

日本製紙
釧路工場

0.15t， 14m/s，
入口上下

粘着対
策，省エ
ネ

テール濃縮を起こさず開口面積を有効に使
用できる為従来の動力で40％削減，処理能
力で2倍という驚異的実績を達成した対象
物粘着除去率も従来40％前後を70-80％ま
で引き上げたGFスクリーンシリーズ総代数
約200台（GFC含む）

353 原料･原
質処理

1999 相川鉄工 板紙原質テー
ルアルファス
クリーン

三興製紙
祖父江工
場

φ4×φ3   110
×4P

設備簡素
化廃棄粕
ハンドリ
ング

国内1，2号機，2台を納入従来機は離解済
み原料が多いとマットを形成粕濃度が下が
りオーバー現象が出たが，前段，後段の役
目を分離することで解決，好評を得た
16台の実績

354 原料･原
質処理

1999 相川鉄工 高濃度パル
パー周りペ
アーパルパー

日本製紙
釧路工場

φ15×φ3  ダブ
ル式1400型×
110KW

高濃度パ
ルパー，
排出異物
を減少さ
せライン
の品質を
上げる

フラットストレーナとシリンドリカルバス
ケットの両方を持つ複合型異物除去には驚
異的結果をのこすが，前段ホールがφ15と
大きいためφ10まで狭めその効果を強烈に
アピールできた

355 原料･原
質処理

2000 相川鉄工 高濃度パル
パー周りペ
アーパルパー

レンゴー
利根川工
場

φ7×φ2.5  ダ
ブル式1400型×
110KW

雑誌のラ
イン流出
異物減
少，製品
品質対策

φ7×φ2.5を使用粗選スクリーンと考えて
よい効果を発揮したDIP以外の雑誌処理に
も使用できることを証明した，この意義は
非常に大きかった，ペア・パルソータシ
リーズで実績約100台
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備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
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356 原料･原
質処理

2000 相川鉄工 総合排水ポセ
イドンサター
ン竪型

中越パル
プ　二塚
工場

S500C22-O・
4003/H

MLSS処理 この分野は国内初・スペース，工期，性能
ともに申し分なく今後この分野に進出でき
る確信を得た・シリーズで約65台

357 原料･原
質処理

2000 相川鉄工 高濃度叩解機
ラブフレー
カー     A1-
42型

王子製紙
釧路工場

油圧制御・55m/S
高速

段古強度
アップ，
原料削
減，低級
古紙利用

高濃度叩解が劣化した段古紙の強度を回復
させることが判明したため，ライナー中層
の強度を上げて原料，薬品削減を達成短期
間に30系列の実績，省原料・薬品・見栄え
に大きく貢献した

358 原料･原
質処理

2000 相川鉄工 マシンアプ
ローチB型スク
リーン

王子製紙
富士工場

1500型 0.25ｔNW 大容量少
台数板紙
品質対策

一般NW（バー）バスケットは原質が主で，
リングなどスライム対策考慮をしてなかっ
た，従来のBタイプのようにスライム対策
済みの本格的マシンアプローチ用バスケッ
トを使用した国内1号機

359 原料･原
質処理

2001 相川鉄工 パルパー抜き
出しANP無閉塞
ポンプ

日本板紙
草加工場

ANP-200型  30KW 100～150
角の大き
な姿の原
料の安定
搬送

国内1号機・雑古紙を粗離解し大きさは
200mm程度の物もあるこのような条件の下
で詰りもなく安定運転できた

360 原料･原
質処理

2001 相川鉄工 パルパー抜き
出しANP無閉塞
ポンプ

（株）
トーヨ

ANP-250型  75KW 詰り問題
の対策

ストレーナ無し，高濃度パルパ-引き抜き
に他社無閉塞ポンプを使用していたが詰り
頻発で交換した，その後全く問題なし大き
な異物・原料搬送，振動が少なくに好評
12台の実績

361 原料･原
質処理

2001 相川鉄工 DIPマックセル
フローテー
ター

日本製紙
伏木工場

MAC3-2セパレー
ト型

省スペー
ス，フロ
ス減少

セパレートタイプに改造しライン濃度変
動・比較的高い濃度にも対応できるように
なった   実績16台（セパレートは1セルと
する）

362 原料･原
質処理

2001 相川鉄工 DIP精選GFスク
リーン1500型

中国　吉
林省

0.15t，15m/s，
入口上下

粘着対
策，省エ
ネ

新聞DIPGFスクリーン最大機輸出1号機

363 原料･原
質処理

2002 相川鉄工 晒しパルプ精
選GFスクリー
ン1500型

日本製紙
江津工場

0.14ｔ，16.5m/
ｓ入口上下

微細異物
除去

SP微細異物除去のため0.14ｔのスリットを
使用し心配されたN・バージンパルプ最小
スリット，GFの特徴が充分発揮された非常
に効果が大きかったと聞いている
（0.14t，N材国内初）
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364 原料･原
質処理

2002 相川鉄工 DIPコニディス
ク     CD30型

日本製紙
勇払工場

加熱チューブ
120℃用プラグス
クリュー付き

粘着微細
化・晒し
法の改
善，薬品
効果アッ
プ

高温晒しで高濃度タワー削除可能，薬品の
効果効率アップ類似品（外国品）と比べ粘
着分散にも優れているとの評価

366 原料･原
質処理

2002 相川鉄工 DIPコニディス
ク     CD36型

日本製紙
釧路工場

加熱チューブ
120℃用プラグス
クリュー付き

粘着微細
化・晒し
法の改
善，薬品
効果アッ
プ

36型も同じ評価をされた現在実績3台

367 原料･原
質処理

2002 相川鉄工 DIPDNTウオッ
シャー

日本製紙
勇払工場

200型 墨・灰分
洗浄，脱
水

BCとの技術提携品，従来多少問題のあった
原料ノズル・シャワー

368 原料･原
質処理

2002 相川鉄工 段古紙洗浄DNT
ウオッシャー

中央板紙
恵那工場

200型 段古紙叩
解機後の
灰分除
去・CSF持
ち上げ

等改造，ワイヤー寿命が伸び安定操業がで
きるようになったさらに段ボールにも採用
問題ないことを証明    6台の実績

369 原料･原
質処理

2003 相川鉄工 原料叩解機ADC
ダブルコニ
ファイナー

東海パル
プ

5×4.5刃   油圧
30型

DFの代替
更新強度
アップ対
策

コニカル，ダブルタイプ繊維切断が少な
く，クラフト紙など伸び引裂きを必要とす
る製品には最適，現在実績7台今後，段
ボール他，劣化している原料には特に有効
と考える刃物パターンにより一般パルプに
も充分対応できる

370 原料･原
質処理

2003 相川鉄工 段古紙原質
テールIDスク
リーン     10
型

レンゴー
利根川工
場

10-2型・0.20ｔ フロー簡
素化省エ
ネ・品質
対策

テール機器2台・ポンプ2台を撤去でき，1
～5次までのフローが1～3次までで完結。
動力約150KW削減，品質申し分無しBCとの
技術提携オリジナル品1号機
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371 原料･原
質処理

2003 相川鉄工 段古紙原質
テールIDスク
リーン

王子板紙
中津川工
場

0.25ｔ・30PS改
造

省エネ・
能力アッ
プ

BCとの技術提携品，改造1号機，切削プ
レートとバープレートで22％省エネ・バー
バスケットで35％能力増，ID改造で更に
25％省エネ，能力で同30％増となり驚異的
効果発揮，リジェクト量も従来の半分以下
になり6台の受注，見積もり依頼20台

1 抄紙機 1955 三菱重工
業

ファイバーマ
スタⅠ型

国策パル
プ

コニカルリファ
イナ

省資源･省
エネ

ラバストンを使用繊維切断を最小にして濶
葉樹対策の道を開いた

2 抄紙機 1960 三菱重工
業

新聞抄紙機（A
巻4本取り）

十條製紙
釧路工場
6M/C

網幅6960mmス
ピード760/min

生産性向
上

本機は納入当時東洋最大の高速マシンとし
て話題を集め広幅，高速化の嚆矢をなすも
のであった。十條製紙はマシンテンダを
フィンランドから招聘し抄造技術を学んだ

3 抄紙機 1961 三菱重工
業

クラフト紙抄
紙機

王子製紙
春日井工
場　7M/C

5740mm×
430m/min

生産性向
上

日本最大のクラフトマシンとして日本の経
済成長の一端を担った.

4 抄紙機 1961 三菱重工
業

クルパック装
置

中越パル
プ  川内
工場
3M/C用

3450mm×
360m/min

品質向上 重袋包装用の設備として導入された

5 抄紙機 1962 三菱重工
業

ゲートロール
サイズプレス

日本パル
プ　　米
子工場
1M/C用

3735mm×
500m/min

品質向上
生産性向
上

従来の2本ロールの改善型として登場

6 抄紙機 1963 三菱重工
業

ティッシュｰ抄
紙機

山陽ス
コット
開成工場
1M/C

3660mm×
800m/min

品質向上
生産性向
上

日本初のティッシューマシン。従来のちり
紙に代わるティーシュー紙が登場

7 抄紙機 1964 三菱重工
業

インバー
フォームトッ
プユニット

十條板紙
都島工場
1M/C用

2380mm×
300m/min

品質向上
生産性向
上

オントップの嚆矢をなす。板紙高速化の契
機となる

8 抄紙機 1964 三菱重工
業

新聞抄紙機
（納期10ケ
月）

王子製紙
苫小牧工
場　N-
1M/C

7100mm×
760m/min

品質向上
生産性向
上

東京オリンピック報道の新聞紙需要に対応
するため10ヶ月という建設最短記録で建設
された.
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否

9 抄紙機 1965 三菱重工
業

ベンタニップ
プレス

王子製紙
春日井工
場　2M/C
用

3600mm×
240m/min

エネル
ギー節減

プレスロール形状を工夫しの搾水効果を飛
躍的に向上させた

10 抄紙機 1966 三菱重工
業

コントロール
ド・クラウン
ロール

王子製紙
春日井工
場　2M/C
用

ロール面長；
3656mm 　品質向
上

品質向上 シューによるクラウン調整をはじめて採用

11 抄紙機 1968 IHIフォ
イトペー
パー

バーチフォー
マ抄紙機

大昭和製
紙　吉永
工場
15M/C

網巾3800mm×
800m/min

品質向上 国内最初の高速ギャップフォーマとして稼
動
洋紙マシンのツインワイヤの先駆けとして
登場

12 抄紙機 1969 三菱重工
業

新聞抄紙機（5
本取り，
1000ｍ/分）

大昭和製
紙　岩沼
工場
1M/C

8690mm×
1000m/min

生産性向
上

我国初の5本取り抄紙機　新聞マシンとし
て設計速度1000m/minに到達した

13 抄紙機 1972 三菱重工
業

電話帳･新聞紙
抄紙機（ベル
ベⅡ，コン
バーフロー
ヘッドボック
ス）

十條製紙
石巻工場
9M/C

5650mm×
700m/min

品質向上
生産性向
上 省資源

世界初のベルベフォーマ。ベルベⅡ型は後
に新聞紙抄紙機の決定版として世界市場を
席巻した。また日本ではじめてハイドロー
リックヘッドボックスであるコンバーフ
ローヘッドボックスを採用している

14 抄紙機 1972 IHIフォ
イトペー
パー

バキュ-ム
フォーマ板紙
抄紙機

丸三製紙
原ノ町工
場 　3M/C

網巾4950mm×
220m/min
360ｇ/ｍ2-6ﾕﾆｯﾄ

品質向
上，生産
性向上

円網バットからストックインレット装置と
サクションロールタイプのワイヤシリンダ
による構成で高生産性を得る事ができる

15 抄紙機 1973 IHIフォ
イトペー
パー

高級白板抄紙
機

王子製紙
米子工場
3M/C

網巾3900mm×
400m/min
2長網+3VF

品質向
上，生産
性向上

長網2台とバキュームフォーマ3ユニットの
組合せにより安定した品質と高速化を達成
した

16 抄紙機 1974 IHIフォ
イトペー
パー

デュオフォー
マE抄紙機

大昭和製
紙　岩沼
工場
3M/C

網巾8750mm×
1200m/min

品質向
上，生産
性向上

デュオフォーマシリーズの中で，最初に市
場投入された形式である。紙の両面性の改
善と地合の改善及び高速化を達成した
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17 抄紙機 1975 三菱重工
業

コート原紙抄
紙機（ツインﾜ
ｲﾔｰ，トライ
ニッププレス)

三菱製紙
八戸工場
4M/C

5870mm×
900m/min

生産性向
上

日本で初めての上質紙系のツインワイヤ抄
紙機トライニッププレスをはじめて採用し
た

202 抄紙機 1976 川之江造
機

ｻｸｼｮﾝｼﾘﾝﾀﾞﾌｫｰ
ﾏﾔﾝｷｰ抄紙機
ベストフォー
マBF-10型  抄
速:800m/min
（K社）

ベストフォーマ
BF-10型  抄
速:800m/min（K
社）

フォーミングシリンダをかご形からロール
タイプにし，厚肉セルに削孔する事によ
り，高速運転及び低騒音を実現。ワイヤ，
フエルトの寿命が非常に長くなった。高坪
量から低坪量まで広範囲において高速抄造
を立証。ベストフォーマ特許取得

18 抄紙機 1977 三菱重工
業

トライベント
プレス

十條製紙
釧路工場
8M/C用

7100mm×
900m/min

品質改善 トライニッププレスのシャドウマーク対策
として採用され品質改善に寄与した。フェ
ルトの改良が進むまで一時期プレスに広く
採用された

19 抄紙機 1977 三菱重工
業

ワインダ自動
卸換え装置

十條製紙
釧路工場
7M/C用

コア供給，自動
テープ貼り 省人
化

コア供
給，自動
テープ貼
り　省人
化

十條製紙からの要求に従いワインダｰの自
動化に初めて手を付け省人化に成功，佐々
木賞を受賞

20 抄紙機 1978 三菱重工
業

ティッシュｰ抄
紙機（ツイン
ヤイヤーマシ
ン）

王子製紙
春日井工
場　T2M/C

5459mm×
1600m/min

生産性向
上

日本初のツインワイヤティッシュｰマシン

21 抄紙機 1979 住友重機
械工業

KL-1000 Hﾂｰﾄﾞ
ﾗﾑﾜｲﾝﾀﾞ

山陽国策
パルプ
勇払工場
Y5M/C

4910mm×
2200m/min

高速化，
省人化

国内初の高速ｼｬﾌﾄﾚｽﾜｲﾝﾀﾞで，ｼｬﾌﾄ付きﾜｲﾝ
ﾀﾞの速度上限1500m/minを超へ2000m/min以
上での安定巻取りを可能にした

22 抄紙機 1979 住友重機
械工業

ｶﾞﾝﾄﾞﾘﾙ製ｻｸｼｮ
ﾝﾛｰﾙｼｪﾙ

大昭和製
紙　吉永
工場
N1M/C

720×50×3960
mm

長寿命
化，掃除
の容易化

従来のｼｪﾙはﾂｲｽﾄﾄﾞﾘﾙ加工であったが，ｶﾞﾝ
ﾄﾞﾘﾙを採用し正確に孔を明けることで孔詰
りの防止，長寿命，掃除の容易化を実現し
た
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23 抄紙機 1979 住友重機
械工業

減速機内蔵ｻｸ
ｼｮﾝﾛｰﾙ

大昭和製
紙　吉永
工場
N1M/C

3810mm×
800m/min

高速対応 ﾛｰﾙに減速機を内蔵する事で駆動軸を軽量
化し高速対応を可能とした。　同時に真空
配管を駆動側で接続する事でﾌﾚｰﾑ構造を簡
易化した

24 抄紙機 1979 住友重機
械工業

ｼﾑﾌｫｰﾏF 神崎製紙
富岡工場
9M/C

6300mm×900mmin 軽量塗工
紙の商品
化

38ｇの中質軽量塗工原紙を抄造可能とし国
内で初めて宣伝用紙の塗工紙化の道を開い
た

25 抄紙機 1979 住友重機
械工業

ｾﾝﾀｰｻﾎﾟｰﾄﾛｰﾙ 神崎製紙
富岡工場
9M/C

同上 広幅ﾜｲﾔの
ｼﾜ入り防
止

広幅ﾜｲﾔではｽﾌﾟﾚｯﾀﾞﾛｰﾙ無ではしわが入り
易いとされていたが，ﾜｲﾔﾛｰﾙを二重管ﾛｰﾙ
化することでしわ入り問題を解決した

26 抄紙機 1979 三菱重工
業

ティッシュｰ抄
紙機（クレセ
ントワイ
ヤー）

十條キン
バリ　京
都工場
1M/C

4190mm×
1600m/min

品質改善 日本初のクレセントワイヤティッシュｰマ
シン

27 抄紙機 1979 三菱重工
業

ベルボンド
フォーマ

本州製紙
釧路工場
1M/C用

4150mm×
400m/min

品質改善
生産性向
上

板紙マシンのスピードを飛躍的に高め同時
に品質を改善した.

204 抄紙機 1979 川之江造
機

ｻｸｼｮﾝｼﾘﾝﾀﾞﾌｫｰ
ﾏﾔﾝｷｰ抄紙機
ベストフォー
マBF-12型  抄
速:1000m/min
（K社）

ベストフォーマ
BF-12型    抄
速:1000m/min（K
社）

画期的な抄速を実現。設置スペース削減。
エネルギー原単位を低減化

28 抄紙機 1980 住友重機
械工業

ｽﾁｰﾑﾎﾞｯｸｽ 大王製紙
三島工場
N3M/C

ﾌﾟﾚｽｾｸｼｮﾝに使用
28　ｾｸｼｮﾝ

省ｴﾈﾙ
ｷﾞｰ，水分
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ改
善

ﾌﾟﾚｽｻｸｼｮﾝﾛｰﾙに対向し蒸気噴出量を幅方向
でｿﾞｰﾝ制御する事により，水分ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙの
制御と省ｴﾈを同時に達成した

29 抄紙機 1980 IHIフォ
イトペー
パー

デュオフォー
マF抄紙機

十條製紙
石巻工場
7M/C

網巾5390mm×
900m/min

品質向上 紙の両面性の改善と地合の改善

30 抄紙機 1980 IHIフォ
イトペー
パー

ハイタービュ
レンス型
ヘッドボック
ス

十條製紙
石巻工場
7M/C

網巾5390mm×
900m/min

品質向上 タービュレンスジェネレータによる良好な
繊維の分散を可能とし撓み補正装置による
スライス開度の巾方向制御が可能となる
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31 抄紙機 1982 三菱重工
業

エキステン
デッド・ニッ
プ・プレス

大王製紙
三島工場
N-2M/C用

4650mm×
550m/min

省エネル
ギー 品質
改善

プレス出口水分を大幅に削減，強度を向上
させた

32 抄紙機 1983 住友重機
械工業

ﾕｰﾉﾗﾝﾌﾞﾛｰﾎﾞｯｸ
ｽ

王子製紙
苫小牧工
場　N5M/C

ﾄﾞﾗｲﾔｼﾝｸﾞﾙｶﾝﾊﾞｽ
部に使用

湿紙の浮
き上り防
止

ｼﾝｸﾞﾙｶﾝﾊﾞｽ化に伴いﾎﾞﾄﾑｼﾘﾝﾀﾞからの湿紙
の浮き上りが増速の障害となっていたが，
ﾌﾞﾛｰｴｱのｴｼﾞｪｸﾀによる真空を利用して問題
を解決し高速化への道を開いた

33 抄紙機 1983 住友重機
械工業

KL-500 ﾂｰﾄﾞﾗﾑ
ﾜｲﾝﾀﾞ

大阪製紙 3300mm×
2000m/min

高速化，
省人化

国内初の高速縦型ｼｬﾌﾄﾚｽﾜｲﾝﾀﾞで，ﾄﾘﾑの流
れが自然な事により，後の2500m/minでの
高速巻取りに道を開いた

207 抄紙機 1983 川之江造
機

ｻｸｼｮﾝｼﾘﾝﾀﾞﾌｫｰ
ﾏﾔﾝｷｰ抄紙機
べストフォー
マBF-15型（K
社）

べストフォーマ
BF-15型（K社）

抄速アップ及び操作性の向上。シングルフ
エルトタイプの開発。　1990年までに58台
の納入実績を誇る

34 抄紙機 1985 三菱重工
業

サイレントド
ライブ

レンゴー
利根川工
場　1M/C

3600mm×
275m/min

省人 ドライヤギアを撤去することによりメンテ
ナンス作業を軽減した

35 抄紙機 1985 IHIフォ
イトペー
パー

デュオフォー
マK抄紙機
（マルチ
フォードリニ
ア）

王子板紙
恵那工場
3M/C

網巾5400mm×
550m/min
4層抄合せ

品質向
上，生産
性向上

本格的マルチフォードリニアマシン
高品質と高い生産性を得る事が出来た

36 抄紙機 1985 IHIフォ
イトペー
パー

デュオフォー
マH抄紙機

本州製紙
釧路工場
3M/C

網巾5350mm×
850m/min

品質向上 既設長網抄紙機の紙の両面性及び地合の改
善

37 抄紙機 1986 住友重機
械工業

ｼﾑﾌﾛｰﾍｯﾄﾞﾎﾞｯｸ
ｽ

北越製紙
新潟工場
6M/C

5800mm×
1100m/min

品質向上 矩形断面に分割された長尺のﾀｰﾋﾞｭﾗﾝｽｼﾞｪﾈ
ﾚｰﾀを採用し，坪量ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ，地合，配向性
等を画期的に改善した

38 抄紙機 1986 住友重機
械工業

ｴｯｼﾞﾌﾛｰｺﾝﾄﾛｰﾙ 北越製紙
新潟工場
6M/C

同上 繊維配向
性改善

ﾀｰﾋﾞｭﾗﾝｽｼﾞｪﾈﾚｰﾀの端部流量を単独で調整
することで，幅方向の繊維配向性を制御可
能とした

39 抄紙機 1986 住友重機
械工業

ｼﾑﾌｫｰﾏ 北越製紙
新潟工場
6M/C

5800mm×
1100m/min

品質向上 ﾌｫｰﾐﾝｸﾞﾛｰﾙとﾌｫｰﾐﾝｸﾞｼｭｰの組合せでﾌｫｰﾄﾞﾘ
ﾆｱ並のﾘﾃﾝｼｮﾝを維持しつつ地合，ｶｰﾙ特
性，塗工特性に優れた紙を抄造可能とした
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40 抄紙機 1986 住友重機
械工業

ﾕﾆﾌﾛｰﾌﾞﾛｰﾎﾞｯｸ
ｽ

北越製紙
新潟工場
6M/C

ﾄﾞﾗｲﾔﾀﾞﾌﾞﾙｶﾝﾊﾞｽ
部に使用

ﾎﾟｹｯﾄﾍﾞﾝﾁ
ﾚｰｼｮﾝ

従来の熱風ﾛｰﾙと異なり，ｶﾝﾊﾞｽを通過する
自然換気を利用した事でﾎﾟｹｯﾄ内の換気を
適正に保ち，更に乾燥ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙの修正をも
可能とした

41 抄紙機 1986 住友重機
械工業

ﾌﾟﾚｽﾗﾝﾌﾞﾛｰﾎﾞｯ
ｸｽ

山陽国策
パルプ
岩国工場
6M/C

ﾌﾟﾚｽ･ﾄﾞﾗｲﾔ間に
使用

湿紙のｻ
ﾎﾟｰﾄ

ﾌﾟﾚｽ･ﾄﾞﾗｲﾔ間の湿紙をｶﾝﾊﾞｽに引付けて走
行させる事により，張りを減少させると共
に湿紙のばたつきを防止し高速走行を可能
にした

42 抄紙機 1986 三菱重工
業

上質紙抄紙機
（オントッ
プ，ベルラ
ン，TCTベルバ
パコータ）

中越パル
プ　川内
工場
6M/C

3850mm×
1000m/min

生産性向
上

オントップフォーマを上質紙に適用，地合
を改善した。また品質要求に対応するため
ロールコータとブレードを組み合わせた
TCTベルバパコータを採用。また国内では
じめて拘束乾燥（ベルラン）を1，2群に採
用した

43 抄紙機 1986 三菱重工
業

オンマシン
コータ

北越製紙
新潟工場
6M/C

5900mm×
1100m/min

生産性向
上

日本ではじめて高速オンマシンコート紙生
産に挑戦，成功を収めた

44 抄紙機 1987 住友重機
械工業

高露点密閉ﾌｰ
ﾄﾞ

山陽国策
パルプ
岩国工場
7M/C

構造露点65℃ 省ｴﾈﾙｷﾞｰ 熱漏洩の少ない特殊ﾊﾟﾈﾙを開発し結露を防
ぐ事により，高露点操業を可能にし，省エ
ネに貢献した

45 抄紙機 1987 住友重機
械工業

JR-1000 ｼﾝｸﾞﾙ
ﾄﾞﾗﾑﾜｲﾝﾀﾞ

大昭和製
紙　吉永
工場
N2M/C

3273mm×
2300m/min

高速化，
巻品質向
上

ﾛｰﾙ自重の1部をﾄﾞﾗﾑに持たせた事により，
高速大径巻取りを可能にし，コート紙巻取
りのｼﾝｸﾞﾙﾄﾞﾗﾑﾜｲﾝﾀﾞ化に大きく貢献した

46 抄紙機 1987 IHIフォ
イトペー
パー

坪量プロファ
イルコント
ロール自動化

三菱製紙
八戸工場
5M/C

巾方向坪量
プロファイル制
御

品質改
善，省人
化

ヘッドボックスリップ先端をセンサーで計
測しB/M計よりトップリップブレード制御
する方法により品質向上と省人化を計る

47 抄紙機 1989 三菱重工
業

高速広幅ティ
ツシュ抄紙機

十條キン
バリー
京都工場
5M/C

5300mm×
1800m/min

高速，広
幅

クレセントフォーマータイプの高速広幅の
ティッシュ抄紙機として生産性向上に寄与
した

48 抄紙機 1990 三菱重工
業

高速広幅片艶
抄紙機

王子製紙
春日井工
場　9M/C

5800mm×
600m/min

高速，広
幅

片艶クラフト紙としては，高速，広幅でし
かも高い品質の製品を生み出した
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納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

49 抄紙機 1990 住友重機
械工業

ｼﾑｻｲｻﾞ 大昭和製
紙　鈴川
工場
9M/C

5790mm×
1200m/min

省資源，
省ｴﾈﾙ
ｷﾞｰ，高速
化

ｹﾞｰﾄﾛｰﾙと異なりｺﾝﾊﾟｸﾄで，低濃度から高
濃度ｻｲｽﾞまで広範囲の操業が可能。　振動
しやすい小径ﾛｰﾙがないことから高速ｻｲｼﾞﾝ
ｸﾞを可能にした

50 抄紙機 1990 IHIフォ
イトペー
パー

デュオフォー
マD抄紙機

新富士製
紙　新富
士工場
1M/C

網巾1700mm×
400m/min

品質向上 70～500ｇ/ｍ2の広範な坪量範囲の製品
の，地合改善を目的としたDuo-D1号機とし
て設備した

51 抄紙機 1990 IHIフォ
イトペー
パー

デュオフォー
マFM抄紙機

大王製紙
三島工場
N6M/C

網巾5730mm×
1600m/min

品質向上 デュオフォーマFよりさらに地合改善した
フォーマとして設備した

52 抄紙機 1991 住友重機
械工業

ﾏｼﾆﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ 山陽国策
パルプ
岩国工場
8M/C

ｼﾑｻｲｻﾞに使用 長寿命化 ﾜｲﾔ巻のﾛｯﾄﾞは寿命が短く，切れたﾜｲﾔが巻
付く危険があることから，転造を利用した
機械加工ﾛｯﾄﾞを開発，高速安定操業を可能
にした

53 抄紙機 1991 住友重機
械工業

ｼﾑﾌｫｰﾏMB 山陽国策
パルプ
旭川工場
A1M/C

3730mm×
600m/min

品質向上 ﾄｯﾌﾟﾜｲﾔに配置されたｻｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽと上下に
配置されたﾌﾞﾚｰﾄﾞで高い上部脱水能力と良
好な地合を形成可能とした

217 抄紙機 1991 川之江造
機

ｻｸｼｮﾝｼﾘﾝﾀﾞﾌｫｰ
ﾏﾔﾝｷｰ抄紙機
べストフォー
マBF-20型（K
社）

べストフォーマ
BF-20型（K社）

最高抄速1500m/minを実現

54 抄紙機 1992 IHIフォ
イトペー
パー

デュオフォー
マFD抄紙機

十條製紙
石巻工場
N4M/C

網巾5680mm×
1600m/min

品質向上 デュオフォーマFのロールフォーマにDユ
ニット（ブレードフォーマ）を増設し地合
の改善を計った

55 抄紙機 1992 IHIフォ
イトペー
パー

多層抄紙機用
Duo-D

日本板紙
大阪工場
1M/C

網巾3080mm×
300m/min

品質向上 マルチフォーマの短網にDuo-Dを設置し品
質の向上を計った

56 抄紙機 1992 IHIフォ
イトペー
パー

ストレートス
ルー
FNPプレス
（1.2P）

東北製紙
秋田工場
L-1M/C

網巾6950mm×
900m/min
ニップ圧
max.1050kg/cm

生産向
上，省エ
ネ

密閉スリーブ内加圧シューをもつフレキソ
ニップロールをクラウン可変機構をもつプ
ロフィルロールより構成されている。搾水
能力を大巾に向上させることで生産量アッ
プと操業性アップした
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57 抄紙機 1993 IHIフォ
イトペー
パー

デュオフォー
マD抄紙機

トキワ
2M/C

網巾3750mm×
750m/min

品質向
上，生産
性向上

Duo-D1号機を高速対応として改良し，地合
改善，生産性の向上をする。第25回佐々木
賞受賞

340 抄紙機 1995 相川鉄工 超高圧水ス
リッターW/J
エッジトリ
マー装置

王子製紙
春日井工
場

6M/C  リール前
設置

省スペー
ス設備

国内1号機の超高圧水使用のエッジトリ
マー製造・納入切断圧力最高2800Kg/cm2仕
様

58 抄紙機 1996 IHIフォ
イトペー
パー

モジュール
ジェット付
ヘッドボツク
ス

日本製紙
石巻工場
N2M/C

濃度調整型巾方
向坪量制御

品質改
善，省人
化

巾方向坪量制御を高濃度原料と低濃度原料
（白水）との混合割合のコントロールで達
成する。この方法は同時に抄変え時の坪量
プロファイルの安定化を早めるシステムで
ある

59 抄紙機 1997 IHIフォ
イトペー
パー

デュオフォー
マCFD抄紙機

日本製紙
八代工場
N2M/C

網巾9050mm×
1600m/min

品質向
上，生産
性向上

CFD型ギャップフォーマにより新聞紙抄紙
の高速化を設ったもの。抄速1600ｍ/ｍｉ
ｎを達成している

60 抄紙機 1997 IHIフォ
イトペー
パー

デュオセン
チュリー
NFPプレス
（3Pシュープ
レス）

日本製紙
岩国工場
9M/C

網巾8050mm×
1300m/min

生産性向
上，
操業の安
定化

洋紙M/Cに国内初めてのシュープレスを採
用

61 抄紙機 1997 IHIフォ
イトペー
パー

セラミックカ
バー
ロール

日本製紙
岩国工場
9M/C

網巾8050mm×
1300m/min

操業の安
定化

シートの剥離性の改善，耐久性を兼ねそな
えたロールカバーとして抄速アップにつな
がった。国内1号機として採用された

62 抄紙機 1997 IHIフォ
イトペー
パー

デュオNFPプレ
ス
（1P，3P
シュープレ
ス）

日本製紙
八代工場
N2M/C

網巾9050mm×
1600m/min

品質向
上，生産
性向上

№1，№3プレスにNFPプレスを採用するこ
とにより搾水効果をさらに上げM/Cの高速
化を可能にした

346 抄紙機 1997 相川鉄工 高圧カッター
W/J  テール
カッター装置

日本製紙
八代工場

N2M/Cドライヤー カンバス
上で切断

国内初のウオ-タージェットテールカッ
ター装置の製造・納入プレ・アフタードラ
イヤー用として2台納入

63 抄紙機 2001 IHIフォ
イトペー
パー

白板抄紙機 王子製紙
富士工場
N2M/C

網巾4700mm×
800m/min

品質向
上，生産
性向上

白板抄紙機で，高品質，高生産を計った
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64 抄紙機 2001 IHIフォ
イトペー
パー

デュオクリー
ナー

日本製紙
勇払工場
6M/C

網幅5800mm×
1350m/min

ワイヤ，
フェル
ト，カン
バスを運
転中に連
続的に洗
浄する装
置

高圧洗浄ヘッドを連続的に摺動させ用具を
洗浄する装置。洗浄ヘッドは供給水による
ジェットロータで回転する。ドライヤでは
カンバスから戻ってきた水，汚れ粒子を吸
込み，系外に排水する

144 板紙抄紙
機

1957 小林製作
所

セクショナル
シリンダの開
発

従来型丸網マシ
ンの構造に幅方
向に繊維の分散
を調整する特殊
バッフル及び
ゲートを設置

品質を保持しながら，従来型丸網マシンの
スピード限界への挑戦。1号機を中央繊維
へ納入。製紙メーカより高い評価を受ける

可

145 板紙抄紙
機

1960 小林製作
所

インドネシア
政府向け新聞
用長網抄紙機1
式を輸出

コンベンショナ
ル長網抄紙機

抄紙機プラント輸出第1号 可

146 板紙抄紙
機

1961 小林製作
所

長網・丸網抄
合せ板紙抄紙
機の開発と運
転

長網 及び 丸網
の 抄合せ抄紙機

長網と丸網抄紙機夫々の長所を生かした新
しいタイプの抄合せ抄紙機第1号。1号機を
北越製紙に納入

147 板紙抄紙
機

1962 小林製作
所

ソ連 ・ スト
ビノ工場 向け
原料設備 及び
板紙抄紙機の
2式を輸出

丸網 及び サク
ションシリンダ
タイプのコンビ
ネーションマシ
ン

当時の日本の最大規模の製紙プラント輸出 可

148 板紙抄紙
機

1963 小林製作
所

コンベンショ
ナルウルトラ
フォーマの開
発

セクショナルシ
リンダマシンと
基本的な機器は
同じであるが ，
上下を逆転した
配置にしている

従来の丸網マシンは紙料をフェルトの下面
に付ける方式。コンベンショナルウルトラ
フォーマはフェルトの上面に紙料を付ける
方式に変更した。種落ちが解消し，抄速の
大幅な向上が可能となり，生産性向上を可
能にする抄紙機である。開発第1号機を聯
合紙器に納入

可
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149 板紙抄紙
機

1967 小林製作
所

ハイスピード
ウルトラ
フォーマの開
発

コンベンショナ
ルウルトラ
フォーマに短網
を掛けた短網式
フォーマ

高速抄造が可能な板紙抄紙機になった。開
発第1号機を大王製紙に納入（1968年）

可

150 板紙抄紙
機

1968 小林製作
所

米国ホーナ
ウォードルフ
社にコンベン
ショナルウル
トラフォーマ
を輸出

製紙先進国米国への輸出第1号。米国製紙
メーカより高い評価を受け，同フォーマの
対米輸出が始まる

可

151 板紙抄紙
機

1970 小林製作
所

米国ミシガン
大学にコンベ
ンショナルウ
ルトラフォー
マ・テストマ
シンを寄贈

米国板紙連合会会長の依頼を受け教材用と
してミシガン大学に寄贈した

可

152 板紙抄紙
機

1971 小林製作
所

スウェーデ
ン・フィスケ
ビー社にコン
ベンショナル
ウルトラ
フォーマーを
輸出

欧州の製紙先進国スウェーデンへの輸出第
1号

可

153 板紙抄紙
機

1971 小林製作
所

スーパーウル
トラフォーマ
の開発

短網式フォーマ ハイスピードウルトラフォーマをベース
に，更なる脱水能力，高速性に優れた
フォーマを開発。開発第1号機を千住製紙
に納入（1972年）

可

154 板紙抄紙
機

1972 小林製作
所

長網多層特殊
板紙抄紙機運
転

長網3層抄合せ 長網技術を生かした抄合せ抄紙機第1号機
を日本紙業に納入

可

155 板紙抄紙
機

1973 小林製作
所

ウルトラC
フォーマの開
発

遠心力脱水方式
を採用した短網
式フォーマ

1973年の第1次石油ショックに対応した，
全く新しいタイプの省エネ型フォーマ。開
発第1号機をカナダ・ジョージアパシ
フィック社に納入(1975年）

可
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156 板紙抄紙
機

1973 小林製作
所

第1回佐々木賞
受賞

受賞者 （株）小
林製作所 小林
忠 社長

ハイスピードウルトラフォーマの開発に成
功し，紙パルプ業界の進歩発展に寄与した
功績

可

157 板紙抄紙
機

1974 小林製作
所

ウルトラツイ
ンフォーマの
開発

スーパーウルト
ラフォーマの持
つフラットな脱
水機構とウルト
ラCフォーマの遠
心力脱水の両者
を備えたツイン
ワイヤフォーマ

従来の抄速限界を越えた高速ツインワイヤ
タイプフォーマの誕生。長網オントップ
フォーマとしても使用可。開発第1号機を
高崎製紙に納入(1976年）

可

158 板紙抄紙
機

1977 小林製作
所

K-フォーマの
開発

加圧脱水方式の
丸網マシン

既設の丸網マシンの抄合せ方式を変えない
でフォーミング部のみ改造することにより
品質向上及び 増産を可能にする装置。開
発第1号機を遠州製紙に納入('78年）

可

159 板紙抄紙
機

1978 小林製作
所

フィンラン
ド・アールス
トローム社と
クロスライセ
ンス契約

当社の板紙機械
技術 と アール
ストローム社の
特殊紙機械技術
をクロスライセ
ンス

国内市場に，アールストローム社の特殊紙
向けの設備製作技術を導入

可

160 板紙抄紙
機

1981 小林製作
所

カナダ・アイ
コ社にルー
フィング生産
用のK-フォー
マを輸出

K-フォーマを
ベースに脱水能
力を増強

従来の丸網マシンにおける付着量 や ス
ピードの限界を越える と共に プロファイ
ルを 改善・向上させたので ，高い評価を
受ける

可

161 板紙抄紙
機

1982 小林製作
所

長網オントッ
プツインワイ
ヤフォーマの
開発

長網マシンにオントップフォーマを設置す
ることで抄合せる装置を開発

可
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162 板紙抄紙
機

1984 小林製作
所

十條製紙
（株）とコン
パクトピック
アップ装置に
ついて技術提
携

既設の長網抄紙
機を最少の改造
でクーチロー
ル・オープンド
ローをクローズ
ド化する装置

大型の設備投資をしないでクーチ・オープ
ンドローを クローズド化できる装置。
オープンドローをクローズド化する装置

可

163 板紙抄紙
機

1986 小林製作
所

中国・上海宏
文造紙廠にハ
イスピードウ
ルトラフォー
マ1式を輸出

ハイスピードウ
ルトラフォーマ

日中の国交が回復する以前（1972年）から
の取組みの成果である

可

164 板紙抄紙
機

1989 小林製作
所

南アフリカ・
モンディ社に
板紙抄紙機1式
を輸出

ハイスピードウ
ルトラフォーマ
と ウルトラツイ
ンフォーマ の
コンビネーショ
ンマシン

南アフリカにおいて，ウルトラフォーマの
優位性が認められる

可

165 板紙抄紙
機

1989 小林製作
所

サクセス
フォーマの開
発

ウルトラツイン
フォーマと長網
ダンディロール
の両者の長所を
組み入れた装置

良好な地合 及び 低速から高速まで高い脱
水能力を有する 高い生産性のフォーマに
なった。開発第1号機を北越製紙に納入
（1989年）

可

166 板紙抄紙
機

1997 小林製作
所

サクセスーT
フォーマ開発

ハイスピードウ
ルトラフォーマ
をベースにした
開発

ハイスピードウルトラフォーマの持つ省エ
ネ性に加へ，操業性，品質特性の向上を目
的に開発　開発第1号機を富山製紙に納入
（1999年）

可

167 板紙抄紙
機

2000 小林製作
所

米国モホーク
社にコンパク
トピックアッ
プ装置を輸出

長網オープンドローの多い米国において投
資コストを抑えた技術の優位性が認められ
る

可

105 抄紙機ワ
イヤー

1952 日本フィ
ルコン

金網ﾛﾝｸﾞｸﾘﾝﾌﾟ
織り実用化開
始

1/2綾織り構造 抄紙機の高速化に伴い，金網の耐摩耗を向
上

公開可
能

106 抄紙機ワ
イヤー

1954 日本フィ
ルコン

金網ﾓﾉﾌﾟﾚｲﾝ織
り実用化開始

1/2綾織り構造，
横線中空線

ﾛﾝｸﾞｸﾘﾝﾌﾟ織りの欠点である表面性を改
善。　現在は中空線ではなく，線抗張力を
変えたﾛﾝｸﾞ織りに統合

現仕様
に限り
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ID 技術分野 年 会社名 対象技術（設
備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

112 抄紙機ワ
イヤー

1963 日本フィ
ルコン

金網ﾚﾍﾞﾙ織り
の使用本格化

2/2綾織り構造 寿命向上を目的として使用され，高級紙用
の主力となる

公開可
能

113 抄紙機ワ
イヤー

1964 日本フィ
ルコン

ﾏﾙﾁﾌｨﾗﾒﾝﾄﾜｲﾔｰ
の実用化開始

ﾌｨﾗﾒﾝﾄを合撚し
たﾏﾙﾁﾜｲﾔｰ

ﾏﾙﾁﾜｲﾔｰ自体は性能の問題から伸び悩んだ
が，ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾜｲﾔｰの先駆けとなった

公開可
能

117 抄紙機ワ
イヤー

1966 日本フィ
ルコン

ｸﾛﾑﾒｯｷﾜｲﾔｰの
開発

金網へのｸﾛﾑﾒｯｷ
加工

耐摩耗性が飛躍的に向上したが，1982年公
害問題により生産を中止

公開否

123 抄紙機ワ
イヤー

1972 日本フィ
ルコン

ﾓﾉﾌｨﾗﾒﾝﾄﾜｲﾔｰ
織継品の実用
化開始

1重織りのﾓﾉﾜｲﾔｰ
（織継品）

金網に比べて取り扱いが容易であり，寿命
も大幅に向上

公開可
能

125 抄紙機ワ
イヤー

1974 日本フィ
ルコン

ﾓﾉﾌｨﾗﾒﾝﾄﾜｲﾔｰ
袋織品の実用
化開始

1重織りのﾓﾉﾜｲﾔｰ
（袋織品）

ﾍﾞﾙﾍﾞﾌｫｰﾏｰの成功例により，ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ時代
の到来が決定的となった

公開可
能

130 抄紙機ワ
イヤー

1980 日本フィ
ルコン

ﾓﾉﾌｨﾗﾒﾝﾄ2重織
ﾜｲﾔｰの使用本
格化

横線2重構造のﾓﾉ
ﾜｲﾔｰ

表面性，耐摩耗性，剛性に優れた2重織り
の成功により，多重織りが以降の主流とな
り現在に至る

公開可
能

135 抄紙機ワ
イヤー

1985 日本フィ
ルコン

ﾓﾉﾌｨﾗﾒﾝﾄ3重織
ﾜｲﾔｰの実用化
開始

上下2層構造のﾓﾉ
ﾜｲﾔｰ

構造の異なる上網と下網を接結糸により結
合した2層構造

公開可
能

138 抄紙機ワ
イヤー

1987 日本フィ
ルコン

ﾓﾉﾌｨﾗﾒﾝﾄ2.5重
織ﾜｲﾔｰの実用
化開始

表面密度を向上
した横線2重構造
のﾓﾉﾜｲﾔｰ

2重織構造の改良型。表面平滑性，繊維ｻ
ﾎﾟｰﾄ性を向上。現在に至るまで多重織の主
流構造

公開可
能

142 抄紙機ワ
イヤー

1989 日本フィ
ルコン

ﾓﾉﾌｨﾗﾒﾝﾄ1.5重
織ﾜｲﾔｰの実用
化開始

表面密度を向上
した1重織り実用
化開始ﾓﾉﾜｲﾔｰ

1重織構造の改良型。汚れの問題から多重
織の使用が困難な抄紙機に於いて有効

公開可
能

102 抄紙機
フェルト

1949 市川毛織 タンニンフェ
ルト

羊毛原料織フェ
ルトのタンニン
処理にて製品の
寿命・耐扁平改
善

織フェルトの酸縮絨導入の先駆けとなった 可

103 抄紙機
フェルト

1950 市川毛織 アミラン・タ
ンニンフェル
ト

羊毛原料からな
る織フェルトに
ナイロン原料を
混入し寿命.耐薬
品性の改善

羊毛原料のみであった織フェルトに，ナイ
ロン原料混入の道を開いた

可
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ID 技術分野 年 会社名 対象技術（設
備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

104 抄紙機
フェルト

1950 市川毛織 メラミン処理
アミラン混紡
フェルト

メラミン樹脂加
工アミラン繊維
を羊毛に混入す
ることにより弾
性を改善

フェルトの弾性付与法として，フェルト機
能確信を実現した

可

121 抄紙機
フェルト

1969 市川毛織 発泡樹脂フェ
ルト

ニードルフェル
トに発泡樹脂を
含浸し，通気
性，搾水性を改
善

搾水を向上するため，発泡樹脂含浸という
新しい形態のフェルト技術を実現した

可

132 抄紙機
フェルト

1982 市川毛織 ラミネート
フェルト

複数の織布と
パットから構成
されるニードル
フェルト。　搾
水性の大幅改善

製紙の技術革新であるシュープレス用対応
フェルトの技術の先駆けとなった

可

136 抄紙機
フェルト

1985 市川毛織 シームフェル
ト

ジョイント用
フック列付有端
状フェルト。
フェルト掛け入
れ作業の簡素化
を実現

フェルト掛け入れ作業につきもののロール
持ち上げ作業をなくすための新フェルト技
術の道を開いた

可

139 抄紙機
フェルト

1988 市川毛織 シュープレス
用ベルト

織布と樹脂から
なるベルト　抄
紙操業性改善

製紙の技術革新であるシュープレス用対応
ベルト技術の先駆けとなる。　佐々木賞受
賞

可

107 抄紙機カ
ンバス

1956 敷島カン
バス

合成繊維をド
ライヤーカン
バスに導入

合繊繊維をドラ
イヤーカンバス
に採用

ポリエステル合成繊維「テリレン」を初め
てカンバスに導入

108 抄紙機カ
ンバス

1957 敷島カン
バス

テトロン補強
蔓巻カンバス
を開発，生産

綿糸にテリレン
を蔓巻状に巻き
付けた補強ドラ
イヤーカンバス

合成繊維使用のカンバスの国産化，実用新
案Nｏ.585594

109 抄紙機カ
ンバス

1958 敷島カン
バス

多重織ドライ
ヤーカンバス
を開発，生産

100％ナイロン紡
績糸製三重織カ
ンバス

多重織カンバスの国産化
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備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

110 抄紙機カ
ンバス

1960 敷島カン
バス

広幅高速新聞
抄紙機用ドラ
イヤーカンバ
ス

寸法安定性を得
るために，ヒー
トセットを採用

ロー・ストレッチ加工カンバスの国産化，
特許No.318423，320106

111 抄紙機カ
ンバス

1961 敷島カン
バス

ドライヤーカ
ンバスの継手
に金属フック
を採用

金属フックをカ
ンバス継手に採
用

掛け入れ作業が安易になり，省力化に貢献

114 抄紙機カ
ンバス

1964 敷島カン
バス

プラスチック
カンバスを開
発，生産

モノフィラメン
ト製二重織カン
バス

モノフィラメントカンバスの国産化

115 抄紙機カ
ンバス

1965 敷島カン
バス

広幅マルチ
フィラメント
プラスチック
カンバスを開
発，生産

マルチフィラメ
ント製二重織カ
ンバス

広幅新聞抄紙機用カンバス

116 抄紙機カ
ンバス

1965 敷島カン
バス

熱風ロール用
カンバスを開
発，生産

カンバス素材に
テトロン，アス
ベスト，グラ
ファイバー，ス
テンレス線，綿
を採用

耐久性が優れ，シート乾燥性も向上

118 抄紙機カ
ンバス

1966 敷島カン
バス

難燃性プラス
チックカンバ
スを開発，生
産

織物加工樹脂に
ナイロン樹脂を
採用

難燃性カンバスの国産化

119 抄紙機カ
ンバス

1967 敷島カン
バス

ワープループ
シームを開
発，生産

マルチフィラメ
ント製カンバス
のタテ糸を継手
ループとして加
工

実用新案製品，実用新案Nｏ.966005

120 抄紙機カ
ンバス

1968 敷島カン
バス

耳通気度コン
トロールカン
バスを開発，
生産

カンバス耳部に
樹脂を塗布し，
通気度をコント
ロール

シート耳部の過乾燥防止に多大な効果，実
用新案Nｏ.1001118



総合設備050401R1 32/66

ID 技術分野 年 会社名 対象技術（設
備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

122 抄紙機カ
ンバス

1970 敷島カン
バス

走行安定性カ
ンバスの開
発，生産

タテ糸マルチ
フィラメント製
カンバスにおい
て，撚り方向を1
本毎に変更

合成繊維カンバスの走行安定性に有効，実
用新案Nｏ.1111054

124 抄紙機カ
ンバス

1973 敷島カン
バス

ニードルカン
バス用継手を
開発，生産

ニードルカンバ
スの継手に，金
属フックを採用

実用新案製品，実用新案Nｏ.1440739

126 抄紙機カ
ンバス

1974 敷島カン
バス

ニードルカン
バスを開発，
生産

マルチフィラメ
ントベースで
ウェブ合成繊維
のニードルカン
バス

ニードルカンバスの第一号製品

127 抄紙機カ
ンバス

1975 敷島カン
バス

モノフィラメ
ント製ワープ
ループシーム
カンバスの開
発，生産

モノフィラメン
ト製カンバスの
ワープループ
シーム

高表面な継手でシートマークを解消

128 抄紙機カ
ンバス

1977 敷島カン
バス

シングルカン
バスを開発，
生産

マルチフィラメ
ントベースで合
成繊維の薄手
ニードルカンバ
ス

シングルラン用ニードルカンバスの第一号
製品

129 抄紙機カ
ンバス

1979 敷島カン
バス

モノフィラメ
ント平織カン
バスを開発，
生産

太径のモノフィ
ラメントをタテ
糸，ヨコ糸に採
用した超オープ
ンメッシュなカ
ンバス

高通気度，シート乾燥性に有効，実用新案
Nｏ.1600112

131 抄紙機カ
ンバス

1980 敷島カン
バス

スパイラルカ
ンバスを開
発，生産

モノフィラメン
糸をコイル状に
成型し，モノ
フィラメントで
繋ぎ合わせたカ
ンバス

国産第一号スパイラルカンバス
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133 抄紙機カ
ンバス

1983 敷島カン
バス

ドライベスト
を開発，生産

シートの幅方向
の水分プロファ
イル是正シート

王子製紙と共同開発，特許No.1347692

134 抄紙機カ
ンバス

1983 敷島カン
バス

扁平モノフィ
ラメントカン
バスを開発，
生産

矩形断面モノ
フィラメントを
タテ糸に用いた
カンバス

紙質の向上，サイズ汚れなどの防汚効果発
揮

137 抄紙機カ
ンバス

1986 敷島カン
バス

ベルラン用カ
ンバスを開
発，生産

単列ドライヤー
用の薄手ニード
ルカンバス

国内初の単列ドライヤー用カンバス

140 抄紙機カ
ンバス

1988 敷島カン
バス

超耐久性モノ
フィラメント
プラスチック
カンバスを開
発，生産

ポリフェニレン
サルファイトの
モノフィラメン
トを採用したカ
ンバス

湿熱条件が厳しいパートで，耐久性が大き
く向上

141 抄紙機カ
ンバス

1988 敷島カン
バス

耐熱性マルチ
フィラメント
プラスチック
カンバスを開
発，生産

芳香族ポリアミ
ドのマルチフィ
ラメントを採用
したカンバス

湿熱条件が厳しいパートで，耐久性が大き
く向上

143 抄紙機カ
ンバス

1990 敷島カン
バス

トータルベル
ラン用カンバ
スの開発，生
産

トータルベルラ
ン用薄手モノ
フィラメントカ
ンバス，ニード
ルカンバス

断紙検知装置に対応した黒色カンバス，特
許登録製品

372 抄紙機カ
ンバス

2003 相川鉄工 カンバス洗浄
装置コンビク
リーナー

レンゴー
尼崎工場

8M/C，2群上段カ
ンバス

カンバス
汚れ対策
カンバス
寿命延長

2002年にオランダ・ロボペーパーと提携
し，国内1号機を納入高圧カンバス洗浄が
主流となり年内3台受注決定

205 カンバス
洗浄

1981 川之江造
機

全自動キャン
バス洗浄装置

新聞用紙抄紙機
用スチーム，エ
アー吹付式（K
社）

抄紙中のキャンバスを自動洗浄する画期的
な1号機を開発紙の品質向上，生産効率の
向上，乾燥効率の向上，断紙のトラブル減
少
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208 カンバス
洗浄

1983 川之江造
機

全自動キャン
バス洗浄装置

コート原紙抄紙
機用スチーム，
エアー，温水の3
連式（K社）

キャンバス洗浄方式に温水洗浄ユニットを
加える事により，洗浄効果が飛躍的に向上

211 カンバス
洗浄

1984 川之江造
機

全自動キャン
バス洗浄装置

上質紙抄紙機用
スチーム，エ
アー吹付にダブ
ルヘッド方式導
入（K社）

ダブルヘッド方式で洗浄する事により糊を
多く使用する紙質の物も洗浄を迅速化，抄
紙機のドライパート能力アップを実現。製
品の品質安定，省人化

213 カンバス
洗浄

1987 川之江造
機

全自動キャン
バス洗浄装置

Kライナー抄紙機
用などに高圧洗
浄を導入（K社）

再生紙（古紙）原料での抄造に於ける粘剤
類，ピッチ，タール類の除去に高圧洗浄吹
付を併用することにより，製品品質の大巾
向上及び運転効率の向上に貢献

214 カンバス
洗浄

1988 川之江造
機

全自動キャン
バス洗浄装置

佐々木賞受賞（K
社）

第16回佐々木賞を受賞。（1981年から1990
年まで315台の納入実績）

168 塗工機 1960 IHIフォ
イトペー
パー

ブレードコー
ター

大昭和製
紙　富士
工場

3400mm×
600m/min

エック.ライスバートン（後ヤーゲンベル
グガ買収）のブレードコーターオンライン
日本で初めてのブレードコーター（パドル
タイプ）

169 塗工機 1964 IHIフォ
イトペー
パー

情報用紙コー
ター

富士写真
フイルム
富士宮工
場

1800mm×
250m/min

情報用紙
本格的設
備

ノーカーボン用紙生産設備

170 塗工機 1964 IHIフォ
イトペー
パー

ブレードコー
ター

大昭和製
紙　吉永
工場

3400mm×
300m/min

片面2段塗
工　コー
ト板紙用
両面設備

オンコーターライン，日本初のバリバーブ
レードコーター

171 塗工機 1965 IHIフォ
イトペー
パー

アート紙コー
ター

神崎製紙
神崎工場

2100mm×
500m/min

塗工紙本
格的設備

アート紙用生産設備

172 塗工機 1967 IHIフォ
イトペー
パー

フイルムコー
ター

ソマール
工業
草加工場

1250mm×20m/min フイルム
塗工本格
的設備

173 塗工機 1968 IHIフォ
イトペー
パー

情報用紙コー
ター

リコー
沼津工場

1250mm×
150m/min

ジアゾ複
写紙本格
的設備

ジアゾ紙生産設備
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174 塗工機 1969 IHIフォ
イトペー
パー

情報用紙コー
ター

リコー
沼津工場

1850mm×
100m/min

電子複写
紙本格的
設備

電子複写紙生産設備

175 塗工機 1969 IHIフォ
イトペー
パー

TRCコーター 十條製紙
勿来工場

3800mm×
450m/min

品質向
上，生産
性向上

日本で始めてのTRCコーター，オンコー
ターでの情報用紙生産，サイズ，LWC用な
どで現在約50台稼動中

176 塗工機 1971 IHIフォ
イトペー
パー

コート紙コー
ター

日本加工
製紙　高
萩工場

3750mm×
1200m/min

高速化 日本で初めてのファウンテンブレードコー
ター，当時世界最高速

177 塗工機 1973 IHIフォ
イトペー
パー

高級白板用オ
ンコーター

日本パル
プ　米子
工場

3600mm×
400m/min

最大規模
（設備全
長が日本
最長）

高級白板用オンコーター，ブレードコー
ターの採用

178 塗工機 1974 IHIフォ
イトペー
パー

ブレードコー
ター

北越製紙
勝田工場

ベントブ
レード塗
工

オンコーターライン，日本初のベントブ
レード塗工後に片面2台

179 塗工機 1975 IHIフォ
イトペー
パー

SCAFドライ
ヤー

不二紙工
関東工場

1300mm×
350m/min

高速化，
省エネル
ギー

熱風式両面乾燥エアードライヤ

180 塗工機 1982 IHIフォ
イトペー
パー

TOFCON 三菱製紙
高砂工場

2100mm 省力化，
生産性向
上

ブレードコーター用塗布量調整装置，ス
テッピングシリンダーを採用した初めての
塗工量調整自動化

181 塗工機 1986 IHIフォ
イトペー
パー

TOFCONⅡ 山陽国策
パルプ
岩国工場

5400mm×
1300m/min

品質向上 TOFCONⅡ　FCを採用

182 塗工機 1987 IHIフォ
イトペー
パー

バリドエルブ
レードコー
ター

山陽国策
パルプ
岩国工場

5400mm×
1300m/min

高速化，
品質向上

バリドエル　ジェットファウンテンブレー
ドコーター　佐々木賞受賞

183 塗工機 1995 IHIフォ
イトペー
パー

DFコーター N.N 3550mm×
800m/min

品質向
上，生産
性向上

DFコーター　1号機

184 塗工機 1995 IHIフォ
イトペー
パー

オートプロ
ファイラー

三菱製紙
八戸工場

5300mm×
1500m/min

生産性向
上，省力
化

ブレードコーター用オートプロファイラー
広幅コーターに採用され始める
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ID 技術分野 年 会社名 対象技術（設
備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

185 塗工機 1996 IHIフォ
イトペー
パー

TOFCONⅣ 王子製紙
富岡工場

3700mm×
1200m/min

品質向上 TOFCONⅣ，メンテナンス性向上　電気メー
カー製シーケンサーを使用

186 塗工機 1996 IHIフォ
イトペー
パー

コート紙用オ
ンコーター

日本製紙
岩国工場
北越製紙
新潟工場

7400mm ×
1300m/min
7450mm×
1300m/min

高速化，
生産性向
上

本格的高速コート紙用オンコーター

187 塗工機 1998 IHIフォ
イトペー
パー

センター巻き
リール

中越パル
プ　能町
工場

5750mm×
1300m/min

品質向
上，生産
性向上

センター巻きリール　歩留まり向上，品質
向上のため採用され始める

188 塗工機 1999 IHIフォ
イトペー
パー

JFサイザー いわき大
王製紙
いわき工
場

5100mm×
850m/min

高速化 高速サイズ用

189 塗工機 2001 IHIフォ
イトペー
パー

DFコーター 各社 5ｍクラス，
1500m/min

高速化，
品質向
上，省エ
ネルギー

既に世界で21台が稼動中

200 仕上げ機
械ワイン
ダー

1969 川之江造
機

ダブルドラム
ワインダ

中芯原紙 110～
180g/㎡　巻取速
度  1200m/min
（K社）

マシンワインダとして開発製作。半自動運
転により省力化実現

201 仕上げ機
械包装機

1970 川之江造
機

全自動巻取
ロール包装機

紙種 新聞用紙
処理能力
60本/時（K社）

従来の半自動型から全自動型包装機の第1
号機を開発。1種類のロール専用機に於い
て無人運転を実現

197 仕上げ機
械カッ
ター

1974 IHIフォ
イトペー
パー

ソーター.カッ
ター

某社 1400mm×
250m/min

本格的なソーターカッターとして稼動

198 仕上げ機
械カッ
ター

1975 IHIフォ
イトペー
パー

2段レーボー
イ.カッター

三菱製紙
八戸工場

2100mm×
200m/min

ヤーゲンベルグ初の日本向け2段レーボー
イ.カッター

203 仕上げ機
械包装機

1977 川之江造
機

全自動巻取
ロール包装機

紙種　新聞用紙
処理能力　　100
本/時（K社）

径の異なるロール包装の全自動化を可能化
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備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

194 仕上げ機
械ワイン
ダー

1979 IHIフォ
イトペー
パー

バリロールワ
インダー

王子製紙
苫小牧工
場

6000mm×
2000m/min

ヤーゲンベルグ，シングルドラムワイン
ダー　日本における1号機

206 仕上げ機
械包装機

1982 川之江造
機

全自動巻取
ロール包装機

紙種　新聞用紙
処理能力　　112
本/時（K社）

径及び巾の異なるロール（3～4種類）の包
装も全自動化。側面当て紙の複数径対応可
能

209 仕上げ機
械包装機

1984 川之江造
機

全自動巻取
ロール包装機

紙種　上質紙
処理能力
83本/時（K社）

異種ロール，ランダムサイズの包装を全自
動化

210 仕上げ機
械ワイン
ダー

1984 川之江造
機

ダブルドラム
ワインダ

ライナー原紙，
中芯原紙115～
300ｇ/㎡　巻取
速度2000m/min
（K社）

マシンワインダを全自動化。自動テール
シール処理自動コア供給スリッターの自動
巾替，位置決めも高速対応

212 仕上げ機
械包装機

1985 川之江造
機

全自動巻取
ロール包装機

紙種 上質紙　処
理能力　　110本
/時（K社）

異種ロール，ランダムサイズの包装の全自
動化に於いて，処理本数を大幅アップ

190 仕上げ機
械カレン
ダー

1989 IHIフォ
イトペー
パー

バーチカルア
ンワインダ

十條製紙
石巻工場

6900mm×
850m/min

効率改善 自動紙次装置付スーパーカレンダの実用化

191 仕上げ機
械カレン
ダー

1989 IHIフォ
イトペー
パー

ベアリングコ
ンペンセータ

十條製紙
石巻工場

品質改善 両端部のプロファイル改善。以降，広幅
スーパーの標準となる

192 仕上げ機
械カレン
ダー

1990 IHIフォ
イトペー
パー

スーパーカレ
ンダ

三菱製紙
八戸工場

5250mm×
1000m/min

国内最高
速のスー
パーカレ
ンダ

樹脂ロールの使用

215 仕上げ機
械包装機

1990 川之江造
機

全自動巻取
ロール包装機

紙種　新聞用
紙，コート紙処
理能力　　160本
/時（K社）

160本/時を全工程全自動運転。※当全自動
巻取ロール包装機シリーズは日本市場の
99％を占有，1970年～1990年迄の納入実績
63台を有す

216 仕上げ機
械ワイン
ダー

1990 川之江造
機

ダブルドラム
ワインダ

上質紙，中質
紙，微塗工紙24
～125ｇ/㎡　巻
取速度1500m/min
（K社）

全自動加工ワインダとして製作（1969年～
1990年まで54台の納入実績）
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195 仕上げ機
械ワイン
ダー

1996 IHIフォ
イトペー
パー

バリトップ.プ
ラスワイン
ダー

三菱製紙
八戸工場

5400mm×
2300m/min

日本初の本格的なセンターワインダー

193 仕上げ機
械カレン
ダー

1997 IHIフォ
イトペー
パー

ヤヌスカレン
ダ

王子製紙
米子工場

7300mm×
1600m/min

スーパー
カレンダ
のオンラ
イン化

世界最初の高速オンラインスーパーの実用
化

199 仕上げ機
械カッ
ター

1997 IHIフォ
イトペー
パー

コンチマート
付カッター　1
段レーボーイ
連続枠替

北越製紙
新潟工場

2200mm×
350m/min

日本初のレーボーイ1基で損紙を出さずに
連続枠替を可能にした

218 仕上げ機
械包装機

1999 川之江造
機

全自動巻取
ロール包装機

佐々木賞受賞（K
社）

1999年には第27回佐々木賞を受賞

196 仕上げ機
械ワイン
ダー

2002 IHIフォ
イトペー
パー

各社 納入台数51台

444 計装設備
技術

1921 BTG レベル・流
量・圧力制御

Z-シリーズのコ
ントローラー

製紙業界だけでなく，多くの他業界で使用
され，特に，蒸気圧力コントロール。現在
も，継続使用されている工場があります

445 計装設備
技術

1930 BTG パルプ濃度計
(回転式)

K22(Z60.2と併
用)

オープン型回転式濃度計の先駆けモデル

65 計装設備
技術

1936 山武産業
システム

自動調節弁 グローブ弁，
ケージ弁他

日本のメーカとして始めて国産化に成功

373 計装設備
技術

1955 横河電機 空気式差圧伝
送器,指示調節
計発売

Foxboro社との技
術提携による

海外よりの輸入販売に頼っていたものを初
国産化,日本のプロセスオ-トメ-ションの
先駆けとなる

374 計装設備
技術

1959 横河電機 全電子式制御
装置発売

ECSシリ-ズ

375 計装設備
技術

1959 横河電機 電磁流量計発
売

FL280,FL281,F50
1,D501

国内初の商業用電磁流量計を開発,日本の
電磁流量計市場の発展に貢献した

376 計装設備
技術

1961 横河電機 電気式差圧伝
送器発売

Foxboro社との技
術提携による

海外よりの輸入販売に頼っていたものを初
国産化,日本のプロセスオ-トメ-ション電
子化の先駆けとなる。　また高信頼により
d/pセルの名称を一般に広めた
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た理由
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377 計装設備
技術

1963 横河電機 オンライン坪
量計発売

β線暑さ計 β線を使用したオンライン坪量・水分計と
して初国産化したもの

378 計装設備
技術

1963 横河電機 制御用計算機
システム発売

CCS2000/YODIC10
0/1000

プロセス専用計算機として国内で先駆けて
開発,リリ-スしたもの

557 計装設備
技術

1963 東芝三菱
電機産業
システム

全電子式信号
変換器T-line
発売

TK，TA　4-
20mA，10-50mA

変換器を全電子化しプロセス制御の先駆け
となる

446 計装設備
技術

1964 BTG パルプ濃度計
(回転式)

K31P インライン型回転式濃度計の先駆けモデ
ル。現在も，国内で約10台が稼動中

66 計装設備
技術

1965 オムロン フォトダイ
オード方式検
査装置開発

光電変換素子と
してフォトダイ
オードを採用

それまで主力の光電管，フォトトランジス
タ等と比較して扱い易く，大幅な性能，保
守性の向上が実現

558 計装設備
技術

1965 東芝三菱
電機産業
システム

電磁流量計発
売

TM300/TK110　口
径：6mm～

電磁流量計を独自に開発

379 計装設備
技術

1966 横河電機 空気式パルプ
濃度計発売

6419,F16C 紙パでのパルプ濃度検出の重要性により純
国産として開発したもの

380 計装設備
技術

1966 横河電機 集中形制御シ
ステム発売

YODIC500 直接計算機制御(DDC)を国内で先駆けて開
発,その後二重化も実現した

381 計装設備
技術

1966 横河電機 全電子式制御
装置発売

EBSシリ-ズ

382 計装設備
技術

1966 横河電機 渦流量計発売

67 計装設備
技術

1968 ハネウエ
ル

システム
1000

抄紙機の計測制
御システム

測定器から計測制御システムへの進化。3
点校正法を採用した坪量計を含めたデジタ
ルセンサを搭載

520 計装設備
技術

1968 BTG コーターマシ
ン

TWIN-HSM及びそ
の他

塗工用のコーターマシンを開発。全世界向
けに多くを納入しております

383 計装設備
技術

1969 横河電機 アナログB/M計
発売

B/M700 B/Mの名称を一般に広め,アナログ技術を使
用したB/M計

384 計装設備
技術

1969 横河電機 電子式差圧伝
送器発売

E10・DPF100-200 電気回路を電子化,2線統一信号出力とし,
今日の電気2線式を広めた

385 計装設備
技術

1969 横河電機 空気式制御装
置発売

PCI100ライン 空気式統一信号により遠隔からの制御・監
視を可能とし,現在でも空気式では高い評
価
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559 計装設備
技術

1969 東芝三菱
電機産業
システム

信号変換器
TOSMAC500シ
リーズを発売

TOSMAC500　統一
信号10-50mA

GEとの技術提携主に原子力プラント計装の
国産化から事業化し一般産業分野へ高品質
工業計器の提供

68 計装設備
技術

1970 ハネウエ
ル

インフラント
光学水分計，
エアギャップ
温度補正，
BLOCソフト
ウェア

高精度水分計，
坪量計温度補
正，最新ソフト
の導入

坪量計と水分計の高精度化

386 計装設備
技術

1970 横河電機 集中形制御シ
ステム発売

YODIC600

463 計装設備
技術

1970 BTG フリーネス計 MPQ インライン型フリーネス計の先駆けモデ
ル。しかし，大型の為に，販売台数は少な
かった。

495 計装設備
技術

1970 BTG 粘度計 VISC-21P シーケンスを改良し，洗浄能力アップ

506 計装設備
技術

1970 BTG 蒸気変換弁 DA4及びその他 主に，発電設備の蒸気コントロールに使用
されております

507 計装設備
技術

1970 BTG 種口弁 VBW-10シリーズ 分解能5000分の1と，高性能で，海外では
大量に使用されております

560 計装設備
技術

1970 東芝三菱
電機産業
システム

産業用コン
ピュータ発売

TOSBAC-40A 16ビットミニコンピュータ

387 計装設備
技術

1971 横河電機 電子式制御装
置発売

Iシリ-ズ

388 計装設備
技術

1971 横河電機 集中形制御シ
ステム発売

YODIC-100/S

561 計装設備
技術

1971 東芝三菱
電機産業
システム

TOSMAC500シ
リーズ圧力伝
送器を発売

TOSMAC500　検出
部はブルドン管
式

GEとの技術提携主に原子力プラント計装の
国産化から事業化し一般産業分野へ高品質
工業計器の提供

69 計装設備
技術

1972 オムロン 振動ミラー方
式の検出器開
発

振動ミラーによ
るスキャン方式
ストリーク検査

主として使われていたレーザ方式と比較し
て小型，低価格，高保守性を実現

389 計装設備
技術

1972 横河電機 デジタルB/M計
発売

B/M1000,B/MCENT
UM

計算機を使用した国産初のデジタル測定・
制御システム
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562 計装設備
技術

1972 東芝三菱
電機産業
システム

信号変換器
TOSMAC700シ
リーズを発売

TOSMAC700　統一
信号4-20mADC

ラックシャーシ収納形の小型化により，大
規模プラントの収納盤の省力，スペース効
率の向上させた

563 計装設備
技術

1973 東芝三菱
電機産業
システム

初めて関数分
布磁界を採用
した電磁流量
計を発売

TOSMAC333　短面
間で偏流に強い

電磁流量計の設置条件の上流側及び下流側
の直管長を大幅に短縮させた

70 計装設備
技術

1974 ハネウエ
ル

システム
2000

計測制御システ
ム

カラーCRTの導入，ミルワイドリンクの採
用

390 計装設備
技術

1974 横河電機 電子式差圧伝
送器発売

DPF100-200 力平衡式から静電容量式へ移行するきっか
けとなり,高精度,高安定度を実現した

71 計装設備
技術

1975 山武産業
システム

電磁流量計 矩形波励磁方式 従来の交流励磁方式の問題点を解決した矩
形波励磁方式を開発発表。以後安定した計
測が可能となり近年の電磁流量計の礎とな
る

391 計装設備
技術

1975 横河電機 世界初,分散形
制御システム
(DCS)発売

CENTUM　7DF 世界初の分散制御(DCS)を発売,世界中より
注目される

482 計装設備
技術

1975 BTG サンプラー VXK-10 を上げる事に成功。ABBの測定器部門
(STFI)を買収して，STFI/BTGの利点のみ
を，新型モデルに採用しております

564 計装設備
技術

1975 東芝三菱
電機産業
システム

世界初のディ
ジタル工業計
器発売

TOSDIC
DDCS/DDLS

マイクロプロセッサ応用のDDC(Direct
Digital Control)

72 計装設備
技術

1976 ハネウエ
ル

キャルトロー
ル

幅方向厚み制御 電磁誘導型アクチュエータ

392 計装設備
技術

1976 横河電機 B/M CENTUM発
売

B/M CENTUM 紙厚,灰分等多くの機能を実現

393 計装設備
技術

1976 横河電機 小型電子自動
平衡記録計発
売

EＲ100

394 計装設備
技術

1976 横河電機 大容量・高速
制御用計算機
発売

YODIC1000

447 計装設備
技術

1976 BTG パルプ濃度計
(回転式)

MPK-41(MEK-41) 保守を考慮して設計され，電気式も開発さ
れた。現在も，100台以上が稼動中
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備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

565 計装設備
技術

1976 東芝三菱
電機産業
システム

タービン監視
計器発売

MAT　回転数，伸
び，伸びさ，隔
心，振動

事業用タービン発電機の内部諸原を計測し
電力の安定供給と安全運転に寄与

73 計装設備
技術

1977 ハネウエ
ル

システム
2001

計測制御システ
ム

マイクロプロセッサの導入

74 計装設備
技術

1977 オムロン 全自動カッ
ターソータ制
御装置

ゲート付き板紙
カッターで最低
限の条件設定で
不良紙自動選別

煩わしい設定作業からオペレータを解放

75 計装設備
技術

1977 オムロン CCDカメラ方式
の検出器開発

CCDカメラを検出
器として採用

検査性能の格段の向上1982年度第10回佐々
木賞受賞

395 計装設備
技術

1977 横河電機 モノコックフ
レ-ムB/M計発
売

B/M1180 モノコックフレ-ムにセンサ-搭載,信頼性
が向上

566 計装設備
技術

1977 東芝三菱
電機産業
システム

質量法採用の
電磁流量計検
定設備完成

60屯秤を採用 東洋1の規模を誇る実流校正設備を完成さ
せ，電磁流量計の高精度化を進めた

567 計装設備
技術

1977 東芝三菱
電機産業
システム

方形波励磁，
関数分布磁界
両者を搭載し
た電磁流量計
を発売

TOSMAC337
FW/FF方式

ゼロ点の安定性で電磁流量計の発展に寄与
した

76 計装設備
技術

1978 ハネウエ
ル

アクアトロー
ル

幅方向水分制御 水スプレー型アクチュエータ

522 計装設備
技術

1978 メッツォ
オート
メーショ
ン(カ
ヤーニ)

白色度計 王子製紙
江別工場

CORMEC26 インライン型パルプ白色度計，4波長式，
塩素段に使用

523 計装設備
技術

1978 メッツォ
オート
メーショ
ン(カ
ヤーニ)

残塩素計 王子製紙
江別工場

POLAROX インライン型，乾式電極使用。　塩素段に
使用
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ID 技術分野 年 会社名 対象技術（設
備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

568 計装設備
技術

1978 東芝三菱
電機産業
システム

32ビット産業
用コンピュー
タ

TOSBAC-7/70 国内初の32ビット産業用コンピュータ発表

77 計装設備
技術

1979 ハネウエ
ル

サーマトロー
ル，ズームプ
ロファイル

幅方向坪量制御 熱膨張型アクチュエータ

78 計装設備
技術

1979 山武産業
システム

偏芯軸自動調
節弁

スラリー流体用 ストレートスルーボディと偏芯軸回転でス
ラリー流体（パルプ）に強いコントロール
バルブを開発発表

79 計装設備
技術

1979 オムロン コントローラ
のCPU化

欠陥処理にマイ
クロコンピュー
タ制御，管理方
式を導入

欠陥処理に大幅な自由度を実現。検査シス
テムからの情報量の大幅拡大

396 計装設備
技術

1979 横河電機 渦流量計発売 YEWFLO,C/D/E 国内で画期的な国産流量計として発売

397 計装設備
技術

1979 横河電機 電子式差圧伝
送器発売

UNEΔ 静電容量式を採用,シンプルな構造で高安
定化を実現した

398 計装設備
技術

1979 横河電機 低周波励磁方
式電磁流量計
発売

F561,F571,F551 低周波励磁方式により精度が向上

569 計装設備
技術

1979 東芝三菱
電機産業
システム

ワンループコ
ントローラ発
売

TOSDIC　DDLC 究極の分散コントローラ

80 計装設備
技術

1980 ハネウエ
ル

システム
2002

計測制御システ
ム

光通信の採用，データフリーウェイ・ネッ
トワーク，平滑度センサを開発

399 計装設備
技術

1980 横河電機 B/M800発売 B/M800 小型マシン向けとしてコンパクト設計した
B/Mシステム

400 計装設備
技術

1980 横河電機 電子式制御装
置発売

YEWSEＲIES80 ICを搭載した初の1ル-プ型コントロ-ラ

456 計装設備
技術

1980 BTG パルプ濃度計
(光学式)

OPTICON 可動部が無く，保守性を考慮し，赤外線を
使用した濃度計を開発。国内で，約60台が
稼動中

508 計装設備
技術

1980 BTG ラボ器　カチ
オン要求量計

PCD02 ラボ器で，製紙工場でのカチオン要求量測
定の先駆け
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納入工場 その主要仕様 取り上げ
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570 計装設備
技術

1980 東芝三菱
電機産業
システム

フレームデテ
クタ発売

FF101，FF102
紫外線，赤外線
検知による炎検
知

発電用ボイラ内部の炎状態を検出し，事業
用火力発電所の安全運転に寄与

571 計装設備
技術

1980 東芝三菱
電機産業
システム

モノクロCRTオ
ペレーション

TOSDIC242 CRTオペレーションの採用

572 計装設備
技術

1980 東芝三菱
電機産業
システム

縦型記録計 TOSMAC735D 世界最小の3ペン縦型記録計

401 計装設備
技術

1981 横河電機 DCSシステム発
売

CENTUM COPS オペコンの一体化,制御ステ-ションの冗長
化を実現した

403 計装設備
技術

1981 横河電機 フッソ系樹脂
PFAライニング
電磁流量計発
売

これまでのPTFEライニングよりも信頼性を
格段に向上させた画期的なライニングを実
現

524 計装設備
技術

1981 メッツォ
オート
メーショ
ン(ネス
レ)

制御弁 大王製紙
三島工場

ボール弁，バタ
フライ弁

連続蒸解釜に全面採用。メタルシート。堅
牢性が評価

573 計装設備
技術

1981 東芝三菱
電機産業
システム

TOSDICスプ
リットシステ
ム

TOSDIC-SS
TOSDIC246，DPCS

HCバスによる制御ステーションと監視ス
テーションの分離

574 計装設備
技術

1981 東芝三菱
電機産業
システム

300シリーズ圧
力・差圧伝送
器発売

TOSMAC300　半導
体感圧素子を用
いたSC/DISC

国産初の半導体式圧力・差圧伝送器を開
発，高精度，高安定化を実現した

81 計装設備
技術

1982 オムロン カッターソー
タ制御のCPU化

カッターソータ
制御にマイクロ
コンピュータ導
入

操作性，柔軟性，通信能力が格段に向上。
低価格による高性能制御が実現

402 計装設備
技術

1982 横河電機 空気式パルプ
濃度計発売

M19C/W201 従来の丸棒タイプから,インラインブレ-ド
形濃度計を開発

404 計装設備
技術

1982 横河電機 DCSシステム発
売

CENTUM COPS2 通信バス,HDDの使用,ワンタッチオペレ-
ション等,今日のDCSのベ-スとなる
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405 計装設備
技術

1982 横河電機 管理用計算機
システム発売

YEWCOM7000 DCSシステムと接続,これまで出来なかった
プロセス上の複雑な計算処理を実現

406 計装設備
技術

1982 横河電機 マイクロプロ
セッサ-搭載電
磁流量計発売

YEWMAG 業界に先駆け,電磁流量計にマイクロプロ
セッサ-を内蔵,機能が大幅に向上した

496 計装設備
技術

1982 BTG 粘度計 VISC-21.5P ボイラー用重油粘度測定　モーター回転軸
側円盤と，測定軸側円盤の重油の粘性によ
る，トルク伝達を測定

525 計装設備
技術

1982 メッツォ
オート
メーショ
ン(カ
ヤーニ)

繊維長測定機 三菱製紙
中央研究
所

FS100 繊維の偏光特性を利用。顕微鏡方式に比べ
高速

542 計装設備
技術

1982 ヒュー
テック

紙用CCD方式の
スポット検出
器1号機出荷

紙用CCDカメラを
異物等の欠陥検
出に採用した

品質向上 CCDカメラ採用により安定した検査を実現

575 計装設備
技術

1982 東芝三菱
電機産業
システム

TOSDICミニシ
ステム

TOSDIC-MS
TOSDIC243

パソコン利用の小規模監視システム

576 計装設備
技術

1982 東芝三菱
電機産業
システム

ハイブリッド
形記録計
(100mm)発売

TOSMAC738 サーマルプリントヘッドによるメンテナン
スフリー，自記目盛

82 計装設備
技術

1983 ナネウエ
ル

2002ET　シス
テム

計測制御システ
ム

光沢度センサの開発

407 計装設備
技術

1983 横河電機 原質用電磁流
量計発売

高温・高圧にも優れ,高信頼性を向上させ
た。

408 計装設備
技術

1983 横河電機 中・大規模向
産業用ﾐﾆｺﾝ
ﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑを発
売

YEWCOM8000

464 計装設備
技術

1983 BTG フリーネス計 DRT-90 インライン型で，小型モデルを開発

504 計装設備
技術

1983 BTG SS計 MEX-3 主に，排水処理設備のSS濃度測定用に使用
されております
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526 計装設備
技術

1983 メッツォ
オート
メーショ
ン(カ
ヤーニ)

光学式パルプ
濃度計

三菱製紙
八戸工場

LC100 偏光特性を利用。低濃度計。ペーパーマシ
ンのリテンションを測定

577 計装設備
技術

1983 東芝三菱
電機産業
システム

TOSDIC新ミニ
システム

TOSDIC-MS
TOSDIC243D

小規模監視システムの機能強化版

668 計装設備
技術

1983 野村商事 配向性測定器 SST(Sonic Sheet
Tester)100

紙の内部の超音波伝播速度を測定し，配向
性を出力する。非破壊で，簡単に高精度で
測定できることから紙の生産・品質管理に
大きく貢献した。1986年佐々木賞受賞

409 計装設備
技術

1984 横河電機 中・小規模DCS
発売

YEWPACK MKⅡ 中小規模におけるプロセスにDCSを浸透さ
せた

410 計装設備
技術

1984 横河電機 B/M SYSTEM B/Mシステム発売 モノコックフレ-ムにセンサ-搭載,信頼性
が向上

411 計装設備
技術

1984 横河電機 DCSシステム発
売

CENTUM　Ⅴ ユ-ザ-指向オペレ-ションとして,機能だけ
でなく操作性にも重点が置かれた

448 計装設備
技術

1984 BTG パルプ濃度計
(回転式)

MEK-2000(MPK-
2000)

今までに蓄積された技術を元に，高性能で
電気式濃度計が開発され，全世界で，爆発
的ヒット製品となり，今現在も国内で，約
1000台が稼動中

451 計装設備
技術

1984 BTG パルプ濃度計
(可動ブレード
式)

MBT-100 小型で，安価な濃度計として開発

469 計装設備
技術

1984 BTG 白色度計 BT-S 光源及び測定部が各々一つ接液部材質が
SUS316

470 計装設備
技術

1984 BTG 白色度計 BT-M 光源及び測定部が各々一つ接液部材質がチ
タン

578 計装設備
技術

1984 東芝三菱
電機産業
システム

ハイブリッド
形記録計
(180mm)発売

TOSMAC739 サーマルプリントヘッドによるメンテナン
スフリー，自記目盛，ロガー機能

579 計装設備
技術

1984 東芝三菱
電機産業
システム

MACTUS620発売 MACTUS(BM/DM) 計器制御が中心のDCSの業界に，シーケン
ス･演算処理に機能性を持ったマシンの先
駆けとしてバッチ系DCS化に貢献
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83 計装設備
技術

1985 山武産業
システム

ﾏｲｸﾛﾌﾟﾛｯｾｻ搭
載型現場計器

差圧，圧力発信
器

日本で始めて，ﾏｲｸﾛﾌﾟﾛｯｾｻ搭載型現場計器
（差圧，圧力）DSTJ3000シリーズを開発発
表。以後の国内でﾏｲｸﾛﾌﾟﾛｾｯｻ搭載型計器の
開発がはじまる

84 計装設備
技術

1985 山武産業
システム

自動調節弁 小型軽量 CV3000シリーズ（小型・軽量）を開発発表

85 計装設備
技術

1985 オムロン CCD方式のスト
リーク検出器
開発

CCDカメラをスト
リーク検出に採
用

従来の機械的スキャン方式に比し，長寿
命，小型化高性能なストリーク検出が可能
になった

412 計装設備
技術

1985 横河電機 生産ライン制
御システム
YEWMAC発売

YEWMAC50,300,30
0S

生産管理サ-バ-として工業プロセスに貢献
したベストセラ-

489 計装設備
技術

1985 BTG 濾液サンプ
ラー

FX-3 エアーシリンダー駆動で，サンプル原料を
採取。

512 計装設備
技術

1985 BTG チャージ計 PCT-10 初期モデル。自動で，測定サンプルを採取
して，カチオン要求量を測定

548 計装設備
技術

1985 キャトッ
クス

初代パソコン
DCSを発売

初代CATOX パソコン利用による分散制御(DCS)システ
ム

580 計装設備
技術

1985 東芝三菱
電機産業
システム

TOSDICアドバ
ンストシステ
ム

TOSDIC-AS
TOSDIC247

SHCバスによる高速化と高機能CRTコンソー
ル

86 計装設備
技術

1986 ハネウエ
ル

VISION2002ET
システム

計測制御システ
ム

地合いセンサの開発，ダイナタッチキーの
採用，QCSとDCSとの統合化。ビルダによる
画面作成機能

87 計装設備
技術

1986 オムロン 多ビットCCDカ
メラの開発

カメラのCCDに多
ビットのものを
採用

CCDカメラ方式検査装置の性能の大幅向上

88 計装設備
技術

1986 オムロン ワインダﾞコン
トロールシス
テム開発

オンマシンでの
欠陥情報を後工
程に繋ぐ

リワインダーでの修復，カット等の欠陥処
理をサポートするシステムを構築

413 計装設備
技術

1986 横河電機 1/2ｲﾝﾁ渦流量
計を発売

YWFLO

581 計装設備
技術

1986 東芝三菱
電機産業
システム

新産業用コン
ピュータ

TOSBAC-G8050 新産業用コンピュータ発表
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582 計装設備
技術

1986 東芝三菱
電機産業
システム

誘導加熱形
キャリパープ
ロファイル制
御装置を発売

キャリパープロ
ファイルコント
ローラ

高周波誘導加熱コイルを使用し，高速に・
をきめ細かくロールの凹凸を制御，紙の品
質向上に貢献。

583 計装設備
技術

1986 東芝三菱
電機産業
システム

補機モーター
集中監視・操
作システム発
売

補機システム 業界初，モータースターター盤との信号イ
ンターフェースを伝送化。省配線，監視･
操作の集中化での省スペース・省人化に貢
献

89 計装設備
技術

1987 山武産業
システム

ﾏｲｸﾛﾌﾟﾛｯｾｻ搭
載型電磁流量
計

電磁流量計 差圧/圧力に続き電磁流量計にﾏｲｸﾛﾌﾟﾛｾｯｻ
搭載型を開発発表

90 計装設備
技術

1987 オムロン 検査装置の輸
出開始

国内で使われて
いる検査装置を
海外展開

製紙各社の海外進出をサポート。日本の紙
品質を海外に宣伝

414 計装設備
技術

1987 横河電機 生産管理コン
ピュ-タ発売

YEWCOM9000 YEWCOMシリ-ズとして,より高度の信頼性に
より複雑な演算処理を実現

498 計装設備
技術

1987 BTG 粘度計 MBT-150 測定側が，電気方式になり，精度アップ製
紙業界のカラー及びスターチ粘度を，電気
式で測定

527 計装設備
技術

1987 メッツォ
オート
メーショ
ン(カ
ヤーニ)

全自動紙試験
機

日本製紙
釧路工場

PaperLab ロボットを使用した世界初の紙試験機。省
力に寄与

584 計装設備
技術

1987 東芝三菱
電機産業
システム

ADMAPシステム TOSDICーAD
TOSDIC247AD

制御LANにMAPを採用したシステム

585 計装設備
技術

1987 東芝三菱
電機産業
システム

カラーハイブ
リッド形記録
計発売

ARシリーズ
AR201/AR202

サーマルヘッドとインクペンを組合せたカ
ラーハイブリッド形記録計

91 計装設備
技術

1988 ハネウエ
ル

SUPERVISION20
02UT　システ
ム

計測制御システ
ム

MX63（32ビットCPU）の採用

415 計装設備
技術

1988 横河電機 電子式差圧伝
送器発売

BＲAIN UNIΔ アナログ信号にデジタル信号を重複させ,
オンラインメンテナンスを実現させた
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納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
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416 計装設備
技術

1988 横河電機 二周波励磁方
式電磁流量計
発売

ADMAG 世界初の二周波励磁方式により紙パスラリ
-にも安定及び精度が向上

417 計装設備
技術

1988 横河電機 大規模DCSシス
テム発売

CENTUM XL エクセレントDCSとして機能分担,タッチオ
ペレ-ションを含め大規模プラント向けと
して高機能を実現

418 計装設備
技術

1988 横河電機 中・小規模DCS
発売

CENTUM μXL 小,中規模プロセス指向で高機能,信頼を得
たベストセラ-

471 計装設備
技術

1988 BTG 白色度計 BT-5000 光源は赤，青，緑のLED，3光源方式を採用
し，測定精度を上げた

479 計装設備
技術

1988 BTG カツパー価計 KNA-5000 オンライン測定器としての評価は高いかっ
たが，初期モデルの為，逐次改良されて
いった

499 計装設備
技術

1988 BTG 粘度計 MBT-155 空気駆動方式を採用して，低粘度測定可能

521 計装設備
技術

1988 BTG セラミックブ
レード

DUROBLADE ブレードコーターマシン用に，セラミック
をコーテイングした新開発のセラミックブ
レードを販売開始。　＊特許取得

586 計装設備
技術

1988 東芝三菱
電機産業
システム

MACTUS620強化
版発売

MACTUS(HM2) MACTUS(BM/DM)のエンジニアリング機能を
強化

92 計装設備
技術

1989 ハネウエ
ル

グロストロー
ル

CDグロス制御 スチームアクチュエータ

93 計装設備
技術

1989 オムロン 欠点録画シス
テムの開発

検出した欠陥画
像を表示，録画

画像を表示録画することにより，現場生産
性を大幅向上。1994年度第22回佐々木賞受
賞

419 計装設備
技術

1989 横河電機 B/M7000XL発売 B/M7000XL DCSとの完全シングルウインドウの実現お
よび高信頼を得た

543 計装設備
技術

1989 ヒュー
テック

枚葉検査装置1
号機納入

枚葉検査処理技
術

品質向上
生産性向
上

不良排紙が容易になり，後工程処理の簡素
化を実現

549 計装設備
技術

1989 キャトッ
クス

中規模DCSを発
売

CATOX-3000 汎用OSを利用した分散制御(DCS)システム

587 計装設備
技術

1989 東芝三菱
電機産業
システム

CIE統合制御シ
ステムCIEMAC
発売

CIEMAC
CIEMAC5000

C：コンピュータ制御，I：計装制御，E：
電気制御を1システムで実現
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588 計装設備
技術

1989 東芝三菱
電機産業
システム

リアルタイム
UNIX搭載産業
用コンピュー
タ発売

G200シリーズ
G200

マイクロプロセッサ応用，リアルタイム
UNIXベース産業用コンピュータ

94 計装設備
技術

1990 ハネウエ
ル

MXOpen　シス
テム

計測制御システ
ム

オープンLANによるネットワークシステ
ム，インテリジェント・オペレータステー
ション，タッチスクリーン装備

95 計装設備
技術

1990 オムロン マルチビーム
方式の検査装
置確立

1システムに各種
方式の検査ビー
ムを組み合わせ
て構成

欠陥検出要求が多様化する中で，各種検査
方式を組み合わせ，完全な検査を実現

420 計装設備
技術

1990 横河電機 YEWMAC500発売 YEWMAC500 生産管理サ-バ-として工業プロセスに貢献
したYEWMAC300の機能を向上させた

421 計装設備
技術

1990 横河電機 アナライジン
グレコ-ダ-を
発売

AＲ1100

465 計装設備
技術

1990 BTG フリーネス計 DRT-5000 電子ユニットがデジタル方式となった

475 計装設備
技術

1990 BTG 残塩計 RT-5000 電極が湿式方式

483 計装設備
技術

1990 BTG サンプラー HDS-1000 サンプラーの初期モデルで，小型・軽量で
評価は高い

484 計装設備
技術

1990 BTG サンプラー HDS-1100 ステライト材質のサンプリング方式によ
り，強靭なタイプで過酷な条件にも対応

497 計装設備
技術

1990 BTG 粘度計 VISC-21.5E4 改良型

513 計装設備
技術

1990 BTG チャージ計 PCT-15 改良型で，測定精度アップ

514 計装設備
技術

1990 BTG 高濃度サンプ
ラー

TSS 8％の高濃度でも，測定サンプル液を採取
可能

528 計装設備
技術

1990 メッツォ
オート
メーショ
ン(カ
ヤーニ)

リテンション
計

日本製紙
八代工場

RM200 光学式濃度計。全濃度，填料濃度を分けて
測定
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納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

589 計装設備
技術

1990 東芝三菱
電機産業
システム

信号変換器 AVシリーズ
AV300

小型，プラグイン構造

590 計装設備
技術

1990 東芝三菱
電機産業
システム

MELTASシリー
ズ発売

MELTAS(MU) E：電気，I：計装，C：計算機及び，シー
ケンサー"MELSEC"ネットワークとの直結で
機械制御も加えた真の統合化制御実現

669 計装設備
技術

1990 野村商事 地合計 FMT1000A 紙を照明し，その透過光を測定し地合評価
を行う。その地合指数は目視評価と高い相
関性がある

96 計装設備
技術

1991 オムロン ラインセンさ
型の録画シス
テム開発

　 欠陥検査用カメ
ラの信号を分割
して，画像を表
示，録画

当初欠陥検査用カメラと録画用カメラを
別々に設置したがこれを兼用することで，
省スペース，低価格を実現

422 計装設備
技術

1991 横河電機 電子式差圧伝
送器発売

DPharp 世界初のシリコンレゾナンドセンサを搭
載,高精度及び高安定度化を実現

423 計装設備
技術

1991 横河電機 シングルコン
トロ-ラ-を発
売

YS100

466 計装設備
技術

1991 BTG フリーネス計 DRT-5090 測定原理は，前モデルと同じであるが，洗
浄方式を強力にして，保守頻度を軽減。サ
ンプル原料の攪拌は，モーターを使用

544 計装設備
技術

1991 ヒュー
テック

欠点画像表示
装置の開発

欠点の画像をモ
ニターに表示及
び記録

品質向上
生産性向
上

欠点を帳票管理すると共に欠点の画像をモ
ニターに表示・記録。　欠点が画像により
確認できることにより現場作業性向上

591 計装設備
技術

1991 東芝三菱
電機産業
システム

小形プラグイ
ン式変換器発
売

AV300　AV300シ
リーズ

小形コンパクト化し，プラグイン式でメン
テナンスを容易にした

592 計装設備
技術

1991 東芝三菱
電機産業
システム

組込，壁掛用
ディスクレス
小型産業用コ
ンピュータ発
売

G100シリーズ
G100

リアルタイムUNIX搭載　組込，壁掛用ディ
スクレス小型産業用コンピュータ
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た理由
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593 計装設備
技術

1991 東芝三菱
電機産業
システム

小規模向け
CIEMAC発売

CIEMAC2000 小規模システム向けCIEMAC

97 計装設備
技術

1992 ハネウエ
ル

スティッフネ
ス・センサ

紙力センサ 紙力センサの開発

424 計装設備
技術

1992 横河電機 連釜,循環・抽
出ライン用電
磁流量計

ADMAG 高温・高圧のパルプラインに使用,高信頼
を実現

425 計装設備
技術

1992 横河電機 大規模DCSシス
テム発売

CENTUM CS 統合化として,工場全体を視野に入れたオ-
プンネットワ-ク構築が容易な大規模,高信
頼DCSシステム

426 計装設備
技術

1992 横河電機 工業用記録計
を発売

μＲ1000/1800

427 計装設備
技術

1992 横河電機 レンジフリ-コ
ントロ-ラ-発
売

FA-M3

449 計装設備
技術

1992 BTG パルプ濃度計
(回転式)

MEK-2200 電子ユニットが，アナログ方式から，デジ
タル方式に改良された。国内で，約400台
が稼動中

467 計装設備
技術

1992 BTG フリーネス計 DRT-5200 より小型モデルとして開発。　基本モデル
は，サンプル原料の攪拌を水流で行う。国
内では，メカニカルパルプ専用として販売

468 計装設備
技術

1992 BTG フリーネス計 DRT-5095 サンプル原料の攪拌に，エアーを使用し，
パルプ繊維のパッド形成を正確に行う

529 計装設備
技術

1992 メッツォ
オート
メーショ
ン(カ
ヤーニ)

カッパ価計 日本製紙
八代工場

Kappa Analyzer オンライン式。リグニンに吸収される紫外
線量からカッパ値を演算

550 計装設備
技術

1992 キャトッ
クス

中規模DCSを発
売

CATOX-3300 汎用OSを利用した分散制御(DCS)システム
(マルチウィンド化)

594 計装設備
技術

1992 東芝三菱
電機産業
システム

CIEMACシリー
ズ強化版発売

CIEMAC4000 中規模向けCIEMACのラインナップ強化
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595 計装設備
技術

1992 東芝三菱
電機産業
システム

CIEMACシリー
ズ強化版発売

CIEMAC6000 中大規模向けCIEMACの機能強化

98 計装設備
技術

1993 山武産業
システム

高耐ノイズ型
電磁流量計

流体ノイズに強く種口流量，古紙スラリー
流量など，スラリーノイズ，気泡ノイズが
多い流体で安定した計測を実現

99 計装設備
技術

1993 山武産業
システム

鏡面仕上げテ
フロンライニ
ング電磁流量
計

対付着性能 緑液，黒液を始めとする紙パ特有の付着性
流体の計測が，長期に渡り安定して計測で
きるようになった

428 計装設備
技術

1993 横河電機 一体形電磁流
量計発売

ADMAG AE 2線励磁方式の検出器,変換器を一体構造と
した画期的な構造

429 計装設備
技術

1993 横河電機 B/M1190発売 1190 カラ-全自動制御を搭載した画期的B/M

472 計装設備
技術

1993 BTG 白色度計 BT-5100 一番重要な青色LEDが，日本人により開発
され，早速それを採用して白色度測定精度
を，数段上へ押し上げた

476 計装設備
技術

1993 BTG 残塩計 RT-5100 デジタル方式を採用

596 計装設備
技術

1993 東芝三菱
電機産業
システム

マイクロ波濃
度計を発売

LQ165　濃度によ
る伝播速度の差
を利用

産学協同で国内初のマイクロ波を用いた濃
度計を開発，下水道，紙パルププラントに
貢献

597 計装設備
技術

1993 東芝三菱
電機産業
システム

MELTAS-
650/450発売

MELTAS(OU)，
(EI450/650)

MELTAS高速化，機能強化及びHMIの履歴・
収集ﾃﾞｰﾀｰのｵｰﾌﾟﾝ化(専用OSと汎用OSの共
存を実現)

430 計装設備
技術

1994 横河電機 電気式パルプ
濃度計発売

W201E 紙パでのパルプ濃度検出の重要性により純
国産として開発したもの

431 計装設備
技術

1994 横河電機 差圧圧力電送
器を発売

Dpharp EJA/Bシ
リ-ズ

460 計装設備
技術

1994 BTG リテンション
メーター

PSA-5000 ポータブル型で，キャスターが付いてお
り，持ち運びが容易。設置工事が容易

500 計装設備
技術

1994 BTG 粘度計 MBT-4000 電子ユニットがデジタル方式になり，精度
アップ

501 計装設備
技術

1994 BTG 黒液粘度計 VISC-2000 回収ボイラーの黒液粘度を測定して，燃焼
室への粘度コントロールを可能にした
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509 計装設備
技術

1994 BTG ラボ器　カチ
オン要求量計

PCD03 世界の製紙工場及び製紙向け薬品会社の標
準器として使用されております。PCDシ
リーズの世界での納入実積は，2500台以上

530 計装設備
技術

1994 メッツォ
オート
メーショ
ン(カ
ヤーニ)

マイクロ波式
パルプ濃度計

東海パル
プ　島田
工場

MCA マイクロ波の伝播速度によりパルプ濃度を
測定

598 計装設備
技術

1994 東芝三菱
電機産業
システム

大規模システ
ム用システム
発売

CIEMAC7000 FDDI準拠のADMAP100Fを制御LANに採用した
大規模システム

599 計装設備
技術

1994 東芝三菱
電機産業
システム

産業用ワーク
ステーション
発売

FW2000シリーズ
FW2000

初の産業用ワークステーション(SPARCプロ
セッサ，Solaris搭載)

600 計装設備
技術

1994 東芝三菱
電機産業
システム

Windowsベース
産業用パソコ
ン発売

FA3100シリーズ
FA3100/50

Windows搭載　産業用パソコン

100 計装設備
技術

1995 ハネウエ
ル

スペクトラ
フォイル・セ
ンサ

ワイヤ上の白水
重量センサ

ドレネージ測定センサの開発

432 計装設備
技術

1995 横河電機 容量式電磁流
量計発売

ADMAG CA 容量式により適用範囲が大幅に拡大した

433 計装設備
技術

1995 横河電機 直接形渦質量
流量計発売

MASS YEWFLO 業界初,渦流量計の質量流量測定を実現

434 計装設備
技術

1995 横河電機 プログラマブ
ル・インテリ
ジェント記録
計発売

μＲ100

452 計装設備
技術

1995 BTG パルプ濃度計
(可動ブレード
式)

MBT-2000 改良型として開発

453 計装設備
技術

1995 BTG パルプ濃度計
(可動ブレード
式)

MBT-2300 デジタル方式を採用し，他機種との併用が
可能
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480 計装設備
技術

1995 BTG カツパー価計 KNA-5100

490 計装設備
技術

1995 BTG 濾液サンプ
ラー

FX-4 pH測定用，濾液サンプラー。　洗浄は水・
エアーの併用。主に，KPプラント用

505 計装設備
技術

1995 BTG SS計 Txpro 小型で，デジタル方式に改良されました

601 計装設備
技術

1995 東芝三菱
電機産業
システム

非満水式電磁
流量計発売

LF502　口径150
～600mm

関数分布磁界方式の応用により，世界では
じめての式非満水式で生下水の測定を可能
とした

602 計装設備
技術

1995 東芝三菱
電機産業
システム

電磁式水道
メータ-発売

LF550/LF551　口
径25～350mm

新計量法に対応した電磁式水道メーターを
いち早く製品化した

603 計装設備
技術

1995 東芝三菱
電機産業
システム

オープンライ
トサイジング
発売

CIEMAC1000 パソコン，イーサネットを採用した小規模
向けオープンなシステム

604 計装設備
技術

1995 東芝三菱
電機産業
システム

MELTAS-SRシ
リーズ発売

MELTASーSR(SUシ
リーズ)

コントローラｰにPLC　"MELSEC"，HMIにFA
パソコンを使用，オープンライトサイジン
グ化を図った小規模向けシステム

461 計装設備
技術

1996 BTG リテンション
メーター

RET-5300 測定精度を上げる為，サンプリング方式を
採用し，測定原理はピーク法

551 計装設備
技術

1996 キャトッ
クス

大規模DCSを発
売

CATOX-5000 システムの冗長化を実現(二重化システム)

605 計装設備
技術

1996 東芝三菱
電機産業
システム

2線式電磁流量
計発売

LF140/LF240
24VDC2線式

省電力化した

606 計装設備
技術

1996 東芝三菱
電機産業
システム

産業用パソコ
ン強化版
(Pentium搭載)
発売

FA3100シリーズ
FA3100

Pentiumプロセッサ搭載産業用パソコン

435 計装設備
技術

1997 横河電機 液体用超音波
渦流量計発売

ULTＲA YEWFLO 直接液体測定に高機能を発揮

436 計装設備
技術

1997 横河電機 中・小規模DCS
発売

CENTUM　CS1000 Windowsを使用した小,中規模プロセス指向
で高機能,信頼を得た

458 計装設備
技術

1997 BTG パルプ濃度計
(光学式)

TCT-2300 特許を取得したピーク法を採用した，小型
機種として開発



総合設備050401R1 56/66

ID 技術分野 年 会社名 対象技術（設
備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

477 計装設備
技術

1997 BTG 残塩計 RT-5300 小型設計により，測定プローブが安全に脱
着可能で，保守が容易

531 計装設備
技術

1997 メッツォ
オート
メーショ
ン(ネス
レ)

デジタルポジ
ショナー

中越パル
プ工業
能町工場

ND800 HART 通信機能を備えたバルブポジション
コントローラー

607 計装設備
技術

1997 東芝三菱
電機産業
システム

オープンライ
トサイジング
規模拡大版発
売

CIEMAC1200 オープンなシステムの規模拡大

608 計装設備
技術

1997 東芝三菱
電機産業
システム

MELTAS-
SR(SU10，
QC10)発売

MELTAS-SR(SU，
QC10)

MELTAS-SR　HMI用Pentium搭載産業用パソ
コン

609 計装設備
技術

1997 東芝三菱
電機産業
システム

大規模向け
オープンライ
トサイジング
発売

CIEMAC-DS オープンライトサイジング対応本格的DCS

610 計装設備
技術

1997 東芝三菱
電機産業
システム

パネル型産業
用コンピュー
タ発売

FP3100シリーズ
FP3100

パネル型ファンレス産業用コンピュータ

437 計装設備
技術

1998 横河電機 フィ-ルドバス
通信伝送器発
売

DPharp　EJA 電流信号に替わるフィ-ルドバス通信方式
を国内業界に先駆け実現

438 計装設備
技術

1998 横河電機 B/M9000CS発売 B/M9000CS ドライヤ予測制御機能を有した最新モデル

439 計装設備
技術

1998 横河電機 フィ-ルドバス
通信渦流量計
発売

電流信号に替わるフィ-ルドバス通信方式
を国内業界に先駆け実現

440 計装設備
技術

1998 横河電機 DCSシステム発
売

CENTUM　CS3000 Windows環境でオ-プン,ETSを視野に入れた
大規模,高機能DCSシステム

441 計装設備
技術

1998 横河電機 生産ライン構
築ｿﾌﾄｳｪｱ発売

ASTMAC

450 計装設備
技術

1998 BTG パルプ濃度計
(回転式)

MEK-2300 スマート方式で，通信機能をベースに設
計。国内で，約100台が稼動中
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備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

473 計装設備
技術

1998 BTG 白色度計 BT-5300 基本測定原理は前モデルと同じであるが，
小型設計により，保守が容易になり，測定
プローブが安全に脱着可能

485 計装設備
技術

1998 BTG サンプラー MDS-1100 ブローライン出口専用に設計しており，石
ころ，チップの塊，金属片を避ける

486 計装設備
技術

1998 BTG サンプラー LDS-1100 対策済み。中型のサンプリングバルブ

487 計装設備
技術

1998 BTG サンプラー MPS-1000 小型のサンプリングバルブ

488 計装設備
技術

1998 BTG サンプラー APS-1000 手動のサンプル原料採取サンプラー

532 計装設備
技術

1998 メッツォ
オート
メーショ
ン(カ
ヤーニ)

アルカリ分析
計

日本製紙
鈴川工場

Alkali Analyzer オンライン式アルカリ分析計。滴定式。白
液，緑液の濃度を測定

552 計装設備
技術

1998 キャトッ
クス

データロガー
を開発

CATOX-ONE データロガー用途中心として開発

611 計装設備
技術

1998 東芝三菱
電機産業
システム

産業用パソコ
ン強化版
(PentiumⅡ搭
載)発売

FA3100Aシリーズ
FA3100A/7000

PentiumⅡプロセッサ搭載産業用パソコン

612 計装設備
技術

1998 東芝三菱
電機産業
システム

MELTAS-GRシ
リーズ発売

MELTAS-
GR(EI260GR)

Winodwsベースのオープンライトサイジン
グ化を図った本格的DCS

491 計装設備
技術

1999 BTG 濾液サンプ
ラー

FX-5 小型の濾液サンプラー

502 計装設備
技術

1999 BTG 残過酸化水素
計

RPA-5000 原料中に残る，漂白薬品の過酸化水素量測
定。主に，DIPプラント用

518 計装設備
技術

1999 BTG マイクロ波濃
度計

MIC-2300 マイクロ波を利用した，パルプ濃度測定。
原料流送中でも，脱着可能なゲートバルブ
付き
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ID 技術分野 年 会社名 対象技術（設
備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

545 計装設備
技術

1999 ヒュー
テック

知能化検査装
置1号機納入

欠点画像取り込
み処理能力及び
弁別機能

品質向上
生産性向
上

検出した欠点には全て画像があり，弁別が
行えるため，リアルにラインへのフィード
バックがおこなえ生産効率アップ(有害，
無害欠点をリアルに判定が行えるため)

613 計装設備
技術

1999 東芝三菱
電機産業
システム

産業用パソコ
ン強化版
(PentiumⅢ搭
載)発売

FA3100Aシリーズ
FA3100A/7010

PentiumⅢプロセッサ搭載産業用パソコン

614 計装設備
技術

1999 東芝三菱
電機産業
システム

統合コント
ローラ発売

Vシリーズ
CIEMAC-DS/V

シーケンス制御，ループ制御，コンピュー
タ制御を1コントローラで実現

615 計装設備
技術

1999 東芝三菱
電機産業
システム

MELTAS-
SR(SU20)発売

MELTAS-SR(SU20) MELTAS-SR　HMI用PentiumⅡ搭載産業用パ
ソコン

616 計装設備
技術

1999 東芝三菱
電機産業
システム

MELTAS-
GR(OPS660GR)
発売

MELTAS-
GR(OPS660GR)

MELTAS-GRの高機能化。国際標準言語，分
散型IOに対応

101 計装設備
技術

1999 ハネウエ
ル

Da Vinci シス
テム

計測制御システ
ム

汎用ソフトとハードの採用。3Dプロファイ
ル，カラーマップ表示，周波数解析機能。
6パックヘッドの採用

442 計装設備
技術

2000 横河電機 フィ-ルドバス
通信電磁流量
計発売

ADMAG AE 電流信号に替わるフィ-ルドバス通信方式
を国内紙パ業界で初めて実現

443 計装設備
技術

2000 横河電機 デジタル渦流
量計発売

DIGITAL YEWFLO 信号のデジタル化により高性能,マルチバ
リアブル機能を搭載

454 計装設備
技術

2000 BTG パルプ濃度計
(静止ブレード
式)

SBT-2000 小型・安価をベースに静止型モデルを開発

457 計装設備
技術

2000 BTG パルプ濃度計
(光学式)

OCT.-2300 デジタル方式を採用し，通信機能をベース
に設計

510 計装設備
技術

2000 BTG ラボ器　ゼー
タ電位計

SZP06 ラボ器で，パルプ繊維と填料のゼータ電位
測定

511 計装設備
技術

2000 BTG ラボ器　濾水
度計

DFS03 ラボ器で，インレット原料の濾水度とリテ
ンションを測定
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ID 技術分野 年 会社名 対象技術（設
備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

517 計装設備
技術

2000 BTG ガス分析計 GAS60 サンプル原料中のエアー及び溶存ガス測定
可能。一台で，2つの測定出来る唯一の装
置

553 計装設備
技術

2000 キャトッ
クス

大規模DCSを発
売

CATOX-5000NT 汎用OS Windows に対応，汎用LAN(イン
サーネット)に対応

474 計装設備
技術

2001 BTG 白色度計 BT-5310 KPプラント用に，測定プローブが長いタイ
プを開発

478 計装設備
技術

2001 BTG 残塩計 RT-5310 KPプラント用に，測定プローブが長いタイ
プを開発

533 計装設備
技術

2001 メッツォ
オート
メーショ
ン(カ
ヤーニ)

チャージ計 名古屋パ
ルプ　岐
阜工場

CATi オンライン型カチオン要求量測定機。
チャージコントロールに使用

554 計装設備
技術

2001 キャトッ
クス

中規模DCSを発
売

CATOX-500 制御ステーションのコンパクト化(低価格
の実現)

617 計装設備
技術

2001 東芝三菱
電機産業
システム

遠隔監視パッ
ケージソフト

パッケージソフ
ト　FactoryView

i-mode携帯電話を利用した遠隔監視パッ
ケージソフト

618 計装設備
技術

2001 東芝三菱
電機産業
システム

スリム型産業
用コンピュー
タ発売

FA2100シリーズ
FA2100

用途向けモデル拡大，スリム型産業用コン
ピュータ

619 計装設備
技術

2001 東芝三菱
電機産業
システム

パネル型産業
用コンピュー
タ発売

FP2100シリーズ
FP2100

用途向けモデル拡大，パネル型産業用コン
ピュータ

620 計装設備
技術

2001 東芝三菱
電機産業
システム

ボックス型産
業用コン
ピュータ発売

FB2100シリーズ
FB2100

用途向けモデル拡大，ボックス型産業用コ
ンピュータ

459 計装設備
技術

2002 BTG パルプ濃度及
び灰分濃度計
(光学式)

TCT-2302 全体濃度だけでなく，灰分濃度も測定可能

462 計装設備
技術

2002 BTG リテンション
メーター

RET-20 測定基本原理は，ピーク法を採用し，2
ビーム方式により，全体濃度の高精度だけ
でなく，特に高精度で，灰分濃度を測定可
能



総合設備050401R1 60/66
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備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

481 計装設備
技術

2002 BTG カツパー価計 KNA-5200 サンプル原料の濃度測定にピーク法を採用
した事で，カツパー価の測定精度

492 計装設備
技術

2002 BTG 濾液サンプ
ラー

FXS-1300 エアーシリンダーにより，濾液サンプル採
取部の清掃を行う。主に，ライン圧が無い
場所用

493 計装設備
技術

2002 BTG 濾液サンプ
ラー

FXS-1400 シーケンスを改良し，4バルブ方式を採用
して，サンプル採取及び洗浄能力がアップ

494 計装設備
技術

2002 BTG 濾液サンプ
ラー

FXS-1500 シーケンスを改良し，洗浄能力アップ

503 計装設備
技術

2002 BTG カタラーゼ分
析計

CAT-5000 主に，DIPプラントで，過酸化水素を水と
酸素に分解する，カタラーゼ(バクテリア
に含まれている)を測定。　残過酸化水素
も測定可能

515 計装設備
技術

2002 BTG チャージ計 PCT-20 最新型で，モジュール方式を採用して，保
守が容易。液晶デイスプレイが大きく，操
作性アップ

516 計装設備
技術

2002 BTG 濁度計 TIF チャージ計に装着され，測定サンプルの濁
度測定

534 計装設備
技術

2002 メッツォ
オート
メーショ
ン(カ
ヤーニ)

濾水度計 王子製紙
大分工場

KSF TAPPI測定法に基ずく。オンライン型

555 計装設備
技術

2002 キャトッ
クス

OPCソフト供給
開始

CATOX-5000 上位との通信標準であるOPCに基づく通信
ソフト

621 計装設備
技術

2002 東芝三菱
電機産業
システム

ラックマウン
ト型産業用コ
ンピュータ発
売

FR2100シリーズ
FR2100

初のラックマウント型産業用コンピュータ

622 計装設備
技術

2002 東芝三菱
電機産業
システム

産業用パソコ
ン強化版
(Pentium4搭
載)発売

FA3100Aシリーズ
FA3100/8000

初のPentium4プロセッサ搭載産業用パソコ
ン
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ID 技術分野 年 会社名 対象技術（設
備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

623 計装設備
技術

2002 東芝三菱
電機産業
システム

MELTAS
PLAUDIA発売

MELTAS
PLAUDIA(OPEN-
HMI，CNS)

PLC(MELSEC)技術，オープンプラットッフ
ホーム，国際標準仕様を取入れ，大規模シ
ステムまで対応可能とした本格的PLC型DCS

546 計装設備
技術

2003 ヒュー
テック

カラー検査装
置1号機納入

検出した欠点を
カラー表示する
技術

品質向上
生産性向
上

欠点流出減少(カラー化により有害，無害
欠点の確認が容易になる)。　同色での欠
点検出能力アップ(黄地に油汚れなど)によ
り生産効率アップ

556 計装設備
技術

2003 キャトッ
クス

組込型DCSを発
売

CATOX-50 組込み用途向け小型DCSシステム(I/O 一体
型を実現)

624 計装設備
技術

2003 東芝三菱
電機産業
システム

サニタリ式マ
イクロ波濃度
計を発売

LQ600 食品プラントへで高精度濃度測定を可能と
した

625 計装設備
技術

2003 東芝三菱
電機産業
システム

非接液電極式
電磁流量計を
発売

LF510/LF540　口
径25～100mm

従来測定できなかった低導電率の流体の測
定を可能にした

455 計装設備
技術

2004 BTG パルプ濃度計
(静止ブレード
式)

SBT-2400 電子ユニットを別置にして，操作性を改善

519 計装設備
技術

2004 BTG マイクロ波濃
度計

MIC-2310 小型のマイクロ波濃度計。ブレード式濃度
計と同じ取り付け座を使用

535 計装設備
技術

2004 メッツォ
オート
メーショ
ン(カ
ヤーニ)

ClO2分析計 日本大昭
和板紙
秋田工場

AT 全自動オンライン型。滴定式

547 計装設備
技術

2004 ヒュー
テック

カッター支援
システム1号機
納入

欠点ぇん出下情
報を後工程に
フィードバック

品質向上
生産性向
上

ワインダーからカッターでの欠点処理のサ
ポート。カッター後の不良排紙が正確，容
易になり後工程作業性向上。　作業員の負
荷軽減

626 計装設備
技術

2004 東芝三菱
電機産業
システム

ラックマウン
ト型，スリム
型産業用コン
ピュータ強化
版発売

2100Aシリーズ
FR2100A/100，
FA2100A/100

初のPentium4プロセッサ搭載ラックマウン
ト型，スリム型産業用コンピュータ
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ID 技術分野 年 会社名 対象技術（設
備）

納入工場 その主要仕様 取り上げ
た理由

概要及び理由 公開可
否

670 計装設備
技術

野村商事 PEX(PulpExper
t)

1980年代前半にフインランドのPulpExpert
社で開発されたオンライン･全自動･総合･
パルプ測定システム。　日本への紹介が遅
れ､2004年7月時点で4台の実績。　今後の
採用が期待される

536 焼却・熱
回収

1989 タクマ ストーカ式焼
却炉+廃熱ボイ
ラ

セッツ
東京工場

製紙汚泥，パル
パー粕，ラガー
118 ton/日　蒸
気発生量10.3
t/h，14kg/cm2G

多種多様な廃棄物に対して適応性が高いス
トーカ式焼却炉を用いて処理困難物のラ
ガーを処理し焼却後は焼却灰から鉄として
有価回収する。蒸気はプロセスとして利用
し，排ガス設備は高度な湿式排ガス洗浄設
備を採用

537 焼却・熱
回収

1990 タクマ 流動層式焼却
炉+廃熱ボイラ

特種製紙
三島工場

スラッジ，再生
不能紙処理量
45ton/日　廃熱
ボイラ蒸気発生
量4t/h，
10kg/cm2G

再生不能紙を処理する昼間の高カロリー燃
焼時とスラッジを単独処理する夜間の低カ
ロリー燃焼時に対応するために，廃熱ボイ
ラを炉頂部に配置しコンパクト化させると
ともに，特殊な構造で排ガス温度の制御を
行い，異なった条件でも安定した運転を実
現した

538 熱回収 1993 タクマ RPF燃焼流動層
ボイラ

リンテッ
ク　熊谷
工場

RPF燃焼量62ton/
日　蒸気発生量
11t/h，
10kg/cm2G

国内初の再生不能紙を原料としたRPF燃焼
ボイラ。資源の効率的リサイクルを実現

539 焼却・熱
回収

1996 タクマ ストーカ式焼
却炉+廃熱ボイ
ラ

興亜工業
(静岡県)

製紙汚泥，パル
パー粕，スク
リーン粕，ラ
ガー排脱カーボ
ン雑芥，汚泥，
故紙223.49 ton/
日　蒸気発生量
14.2t/h，
14kg/cm2G

ゼロエミッションとして工場から発生する
あらゆる廃棄物を対象としストーカ式焼却
炉を採用。蒸気はプロセスとして利用し，
排ガス設備は高度な湿式排ガス洗浄設備を
採用

540 焼却・熱
回収

1998 タクマ 流動層式焼却
炉+廃熱ボイラ

三興製紙
冨士工場

スラッジ，雑芥
処理量109ton/日
蒸気発生量
5.7t/h ，
20kg/cm2G

不燃物の排出特性に優れた流動層炉を採用
し，ラガー，雑芥など不燃物を多く含む廃
棄物の安定処理と高効率な流動層炉による
高性能を実現した
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541 焼却・熱
回収

1999 タクマ 流動層式焼却
炉+廃熱ボイラ

三菱製紙
八戸工場

スラッジ処理量
190ton/日　蒸気
発生量6.8t/h，
18kg/cm2G

生産工程により発生時期が異なり，熱量・
組成性状も大きく異なる4種類のスラッジ
を，それぞれ単独で問題なく焼却しながら
効率的な熱回収を実現するとともに，いず
れの場合においても厳しい排ガス条件など
の性能を満足させた

627 タービン 1968 三菱重工
業

ガスタービン 丸住製紙
川之江工
場

16.5MW 重油焚ガ
スタービン

コンバイ
ンド初号
機

蒸気タービンと組合せた国内初の本格的コ
ンバインドサイクルプラント

可

645 タービン 1973 東芝 蒸気タービン
制御

大王製紙
三島工場

15,000kW抽気背
圧タービン
A-EHC

制御性向上，自動昇速・抽気起動/停止遠
隔操作化などの省力化

628 タービン 1975 三菱重工
業

二段抽気復水
タービン

日本製紙
白老工場

60MW 二段抽気復
水タービン

最大容量 国内製紙会社納入の最大出力二段抽気復水
タービン

可

629 タービン 1981 三菱重工
業

タービンガバ
ナ

王子製紙
日南工場

電子制御ガバナ 国内製紙
会社初号
機

従来の機械式から電子制御方式を採用した
最初の蒸気タービン

可

647 タービン 1982 東芝 蒸気タービン
制御

王子製紙
苫小牧工
場

工場エネセン化
へのALR装置他

受電電力制御などによる省力化・省エネ化

646 タービン 1985 東芝 蒸気タービン
制御

王子製紙
江別工場

4,500kW復水ター
ビン
D-EHC

制御性向上，自動昇速・抽気起動/停止遠
隔操作化などの省力化

648 タービン 1985 東芝 蒸気タービン
制御

王子製紙
江別工場

4,500kW復水ター
ビン
タービン起動停
止の自動化

省力化

649 タービン 1986 東芝 蒸気タービン
本体

王子製紙
苫小牧工
場

10,600kW背圧
タービン

通常蒸気タービン・発電機は周波数と特定
して製作するが，王子製紙(苫小牧工場)で
は，工場内で50Hz/60Hz両方使用してお
り，今回客先仕様により共用機の仕様があ
り計画
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650 タービン 1986 東芝 蒸気タービン
本体，復水器

日本製紙
釧路工場

57,000kW2段抽気
タービン

従来シングルシェルケーシングの最高主蒸
気条件は127atg，538℃クラスであった
が，今回最高の蒸気条件(135atg，550℃)
を採用した。又，復水器洗浄装置に初めて
ブラシ式洗浄装置を採用した

651 タービン 1986 東芝 蒸気タービン
本体

三井化学
岩国工場

6,700kW復水ター
ビン

既設発電機を流用し，新設復水タービンを
計画。高速タービンとして初めて3brgタイ
プを採用した

652 タービン 1986 東芝 蒸気タービン
本体

王子製紙
呉工場

18,600kW混圧抽
気復水タービン

国内向け高速タービン最大容量機

653 タービン 1987 東芝 蒸気タービン
本体，復水器

日本製紙
石巻工場

98,000kW2段抽気
タービン

シングルシェルケーシングの最高主蒸気条
件(145atg，566℃)を採用。復水器洗浄装
置に外部11弁方式のブラシ洗浄方式を採用

655 タービン 1987 東芝 蒸気タービン
本体

TEC経由バ
ングラ
ディシュ
ウ向け

12,000kW復水
タービン

API規格適用の蒸気タービン。(ウッドワー
ドガバナの採用等他)

656 タービン 1987 東芝 蒸気タービン
本体

IHI経由サ
イアム向
け

10,260kW背圧
タービン

高速タービンとして最高回転数11,260rpm
の採用

654 タービン 1988 東芝 蒸気タービン
本体

IHI経由ア
ンティグ
ア向け

9,100kW復水ター
ビン

産業用蒸気タービンとして初めて，スライ
ディングオペレーションを採用

659 タービン 1988 東芝 蒸気タービン
本体

王子製紙
釧路工場

35,000kW2段混圧
タービン

混圧タービン最大容量機

630 タービン 1989 三菱重工
業

抽気復水ター
ビン

大王製紙
三島工場

80MW 抽気復水
タービン

最大容量 国内製紙会社納入の最大出力抽気復水ター
ビン

可

657 タービン 1989 東芝 減圧減温装
置，熱交換器

日本大昭
和板紙
吉永

70,000kW2段抽気
復水タービン

ドレンクーラーにプレート式熱交換器の採
用。抽気ラインに増温器を設置

658 タービン 1989 東芝 蒸気タービン
本体，主蒸気
加減弁，脱気
器

東ソー
南陽事業
所

145,000kW再熱2
段抽気タービン

再熱式抽気タービンとして，新型機として
TCSF-30の採用。又，産業用蒸気タービン
で別置型加減弁を採用。脱気器に横置単胴
型(一体型)を採用
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631 タービン 1990 三菱重工
業

抽気背圧ター
ビン

王子製紙
春日井工
場

68.5MW 抽気背圧
タービン

最大容量 国内製紙会社納入の最大出力抽気背圧ター
ビン

可

660 タービン 1990 東芝 復水器および
付属品

東海共同
発電(名古
屋)

149,000kW再熱
タービン

産業用蒸気タービンとして，初めて全チタ
ン復水器を採用。同じく復水器冷却管保護
対策としてトスフィルターを採用した

661 タービン 1990 東芝 蒸気タービン
本体

王子製紙
苫小牧工
場

38,000kW復水
タービン

復水タービン(26LSB)として初めて
50Hz/60Hz共用機

632 タービン 1994 三菱重工
業

背圧タービン 三菱製紙
八戸工場

50MW 背圧タービ
ン

最高クラ
ス蒸気条
件適用機

自家発非再熱発電設備として最高クラスの
蒸気条件 140K x 566℃を適用

可

633 タービン 1995 三菱重工
業

ガスタービン 北越製紙
関東工場
市川

17MWガス焚ガス
タービン

フレッ
シュエア
焚排ガス
ボイラ付

ガスタービン後流に設置の排ガスボイラ
は，ガスタービン停止時にもフレッシュエ
アを導入しダクトバーナーにて単独運転可
能

可

663 タービン 1996 東芝 蒸気タービン
本体

三井化学
大阪工業
所

63,800kW3段抽気
タービン

内部制御方式で初めての3段抽気タービン

664 タービン 1996 東芝 復水器および
付属品

王子製紙
呉工場

45,000kW2段抽気
タービン

各水室復水器冷却水に，海水と工業用水の
併用した復水器を採用

662 タービン 1997 東芝 蒸気タービン
本体

日本製紙
岩国工場

75,000kW2段抽気
タービン

回収ボイラ用蒸気タービン最大容量機

665 タービン 1998 東芝 蒸気タービン
本体

紀州製紙
紀州工場

43,000kW混圧2段
抽気タービン

混圧タービン最大容量機

666 タービン 2000 東芝 蒸気タービン
本体

新日本製
鐵　釜石
製鐵所

149,000kW再熱
タービン

再熱式単流排気最大容量機。(SCSF-42)

667 タービン 2004 東芝 蒸気タービン
本体

北越製紙
新潟工場

85,000kW2段抽気
タービン

回収ボイラ用蒸気タービン最大容量機。高
靭性ロータおよび最終段翼長42インチの採
用

643 タービン 1975以
降

東芝 蒸気タービン
本体

性能向上技術 ①高性能ノズル，翼。②マルチチップフィ
ン。③リーケージコントロール。④三次元
翼設計法。⑤その他(長翼開発等)
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644 タービン 1997以
降

東芝 蒸気タービン
本体

性能向上技術 ①リーンノズル，翼。②新型チップフィン
(スナッバ翼)。③アドバンスフローパター
ン。④その他(長翼開発等)

634 駆動設備 1966 東京芝浦
電気

サイリスタ制
御装置セク
ショナル抄紙
機駆動システ
ム

DCモータ それまでのMG(モータ発電機方式)方式の可
変速駆動から，静止形の駆動装置への時代

635 駆動設備 1974 東京芝浦
電気

セクショナル
抄紙機ブラシ
レス駆動シス
テム

サイリストモー
タ及びトランジ
スタインバータ

世界で初のブラシレス駆動システム納入。
直流電動機での保守が必要なブラシを無く
したドライブシステム

636 電気設備 1977 東京芝浦
電気

船上パルプﾟプ
ラント用電気
品

日本からのプラント輸出

637 駆動設備 1979 東京芝浦
電気

全インバータ
駆動セクショ
ナル抄紙機

電流形インバー
タ

世界で初のインバータ駆動システム適用。
かご型の電動機使用によるベクトル制御の
実用化

638 駆動設備 1987 東芝 全デジタルイ
ンバータ駆動
セクショナル
抄紙機

デジタル制御 全デジタル駆動システム。マイコンを搭載
した制御装置により，温度ドリフトゼロの
制御装置

639 駆動設備 1994 東芝 全デジタルイ
ンバータ駆動
ワインダ

UW発電機イン
バータ駆動

ワインダのアンワインダ発電機駆動も含め
た全デジタルインバータ駆動システム。力
行回生運転の切換えが連続的に可能になっ
た制御システム

640 駆動設備 1995 東芝 全IGBTデジタ
ル制御電圧型
インバータ駆
動抄紙機

主回路素子に低損失のIGBT素子を使用した
ドライブ装置

641 駆動設備 1997 東芝 高圧インバー
タ駆動抄紙機

1100V高圧イン
バータ

大容量駆動システム　1800m/min級新聞抄
紙機プレス駆動用

642 駆動設備 2001 東芝 高圧ダイレク
トインバータ
駆動ファンポ
ンプ

3300V高圧イン
バータ

高圧3.3kV直接駆動インバータ
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